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トラック運送事業者のための経営のヒント【ラストマイルの多様化と法令遵守】…３面／食
の新旧街道を行く【「郷土の味②」ぶりづ
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けの「あつめし」】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

143
（±0）

57
（−9）

34
（−5）

5
（±0）

239
（−14）

交通事故死者数（人）

12月31日現在 2月13日現在

3,215
（−317）

362
（＋10）

全国の死亡
事故件数

3,133
（−316）

令和元年12月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和元年10月 103.19 94.14 101.46
令和元年11月 104.21 95.59 102.44 
令和元年12月 105.73 97.57 104.48

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

2/15〜3/14  8797
3/15〜4/14  2220
　　　

２・3
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
・青年部会正副部会長に訊く
�「4つの質問」

8 ＜シリーズ�会長に聞く＞
・（一社）岡山県トラック協会
遠藤俊夫会長

6・7
・��「健康職場づくり」事業者訪問
�　��㈱速水運輸（愛知県）

同社ではAED講習なども定期的に実施している

荷
役
作
業
等
の
効
率
化
へ

　

同
補
助
事
業
は
︑
国
土
交

通
省
の
令
和
元
年
度
補
正
予

算
に
よ
り
︑﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
向
け
テ
ー
ル
ゲ

ー
ト
リ
フ
タ
ー
等
導
入
支
援

事
業
﹂
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
︒
全
ト
協
が
同
事
業
の

執
行
団
体
と
な
る
︒

　

補
助
対
象
事
業
は
︑
事
業

用
自
動
車
に
①
テ
ー
ル
ゲ
ー

ト
リ
フ
タ
ー
（
油
圧
式
荷
役

省
力
化
装
置
）︑
②
ト
ラ
ッ

ク
搭
載
型
ク
レ
ー
ン
（
ユ
ニ

ッ
ク
車
）︑
③
ト
ラ
ッ
ク
搭
載

用
２
段
積
み
デ
ッ
キ
︱
︱
の

い
ず
れ
か
を
導
入
す
る
場
合

で
︑
そ
れ
ぞ
れ
重
複
し
て
申

請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒

　

①
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
お
よ
び
②
ト
ラ
ッ
ク
搭
載

型
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
︑

元
年
12
月
13
日
～
２
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
︑
全
ト
協

が
指
定
し
た
未
使
用
の
機
器

（
中
古
品
は
不
可
）
を
装
着

し
た
事
業
用
自
動
車
を
購
入

（
導
入
）
し
︑
新
車
新
規
登

録
を
受
け
た
場
合
︑
ま
た
は

所
有
し
て
い
る
事
業
用
自
動

車
に
新
た
に
全
ト
協
が
指
定

し
た
未
使
用
の
機
器
（
同
）

を
後
付
装
着
し
︑
構
造
等
変

更
検
査
を
受
け
た
場
合
に
︑

補
助
が
適
用
さ
れ
る
︒
ま
た
︑

③
ト
ラ
ッ
ク
搭
載
用
２
段
積

み
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
は
︑
同
期

間
に
全
ト
協
が
指
定
し
た
未

使
用
の
機
器
（
中
古
品
は
不

可
）
を
導
入
し
た
場
合
に
︑

補
助
が
適
用
さ
れ
る
︒
補
助

額
等
は
表
の
通
り
で
あ
り
︑

該
当
す
る
機
器
の
型
式
等
の

詳
細
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
参
照
の
こ

と
︒な
お
︑本
補
助
事
業
は
︑

３
月
31
日
ま
で
に
購
入
（
導

入
）
お
よ
び
支
払
い
が
全
て

完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︒

　

予
算
額
は
１
億
円
だ
が
︑

１
億
円
の
う
ち
３
千
万
円

は
︑
②
ト
ラ
ッ
ク
搭
載
型
ク

レ
ー
ン
お
よ
び
③
ト
ラ
ッ
ク

搭
載
用
２
段
積
み
デ
ッ
キ
の

予
算
枠
と
し
て
い
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
令
和

２
年
２
月
20
日
㈭
～
３
月
12

日
㈭
（
同
日
消
印
有
効
）︒

　

申
請
方
法
は
︑
全
ト
協
へ

の
申
請
書
類
の
郵
送
（
書
留

郵
便
ま
た
は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
）

に
限
り
︑
一
般
郵
便
や
宅
配

便
︑
全
ト
協
へ
の
直
接
持
参

は
受
け
付
け
な
い
︒

　

な
お
︑
対
象
期
間
内
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
︑

申
請
が
予
算
額
を
超
過
し
た

場
合
は
補
助
金
が
交
付
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
る
︒

　

こ
の
他
︑
事
業
や
申
請
に

関
す
る
詳
細
は
全
ト
協
Ｈ
Ｐ

を
参
照
の
こ
と
︒

　

政
府
は
２
月
４
日
︑
大
型

車
両
の
通
行
に
係
る
手
続
き

の
合
理
化
な
ど
の
措
置
を
盛

り
込
ん
だ
﹁
道
路
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
﹂
を

閣
議
決
定
し
た
︒

　

近
年
の
大
型
車
両
に
よ
る

物
流
需
要
の
増
大
に
伴
い
︑

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
手
続

き
の
長
期
化
な
ど
の
負
担
が

増
大
し
て
お
り
︑
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
は
通
行
手
続
き

の
合
理
化
へ
の
対
応
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
︒
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
令
和
元

年
12
月
17
日
に
︑
国
土
交
通

省
の
池
田
豊
人
道
路
局
長
に

対
し
て
﹁
特
殊
車
両
通
行
許

可
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
提

出
す
る
な
ど
︑
特
殊
車
両
通

行
許
可
手
続
き
の
簡
素
化
・

短
期
化
の
実
現
へ
の
働
き
か

け
を
展
開
し
て
き
た
︒

　

改
正
に
よ
り
︑
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
を
受
け
︑
事
前
に

登
録
を
受
け
た
特
殊
車
両
が

即
時
に
通
行
可
能
経
路
を
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

　

具
体
的
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
は
あ
ら
か
じ
め

特
殊
車
両
情
報
等
を
国
土
交

通
大
臣
に
申
請
・
登
録
（
５

年
間
有
効
）︒
通
行
前
に
発

着
地
・
貨
物
重
量
を
入
力
す

る
こ
と
で
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
通
行
可
能
経
路
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
同

経
路
に
従
っ
て
通
行
す
る
場

合
は
︑
許
可
を
受
け
る
こ
と

な
く
通
行
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
︒
ま
た
︑
国
交
大
臣

は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
通
じ

て
実
際
に
当
該
車
両
が
通
行

し
た
経
路
等
の
把
握
を
行
う

こ
と
と
な
る
︒

　

こ
れ
に
よ
り
国
土
交
通
省

は
︑
令
和
３
年
度
ま
で
に
︑

現
在
平
均
で
約
30
日
か
か
っ

て
い
る
特
殊
車
両
の
通
行
に

係
る
手
続
き
の
期
間
を
新
た

な
通
行
制
度
で
は
即
日
︑
従

来
の
許
可
を
取
得
す
る
車
両

に
つ
い
て
は
約
10
日
に
短
縮

で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
︒

　

同
法
案
は
同
日
に
衆
議
院

に
提
出
さ
れ
て
お
り
︑
今
国

会
で
の
成
立
を
目
指
し
て
い

る
︒

　

中
国
で
発
生
し
︑
中
国
を

中
心
に
世
界
各
地
で
４
万
人

以
上
（
２
月
13
日
現
在
）
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
︒

政
府
で
は
︑
感
染
拡
大
を
食

い
止
め
る
べ
く
︑
様
々
な
対

策
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
緊
急
委
員
会
は
１
月
31
日

未
明
（
日
本
時
間
）︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎

の
発
生
状
況
が
﹁
国
際
的
に

懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の

緊
急
事
態
﹂
に
該
当
す
る
と

発
表
︒
日
本
で
は
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
感

染
症
法
に
基
づ
く
﹁
指
定
感

染
症
﹂
に
指
定
さ
れ
る
と
と

も
に
︑検
疫
法
に
基
づ
く
﹁
検

疫
感
染
症
﹂
に
も
指
定
さ
れ

た
︒

　

中
国
で
は
依
然
と
し
て
︑

感
染
者
数
・
死
亡
者
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
︒
一
方
︑
日

本
政
府
は
﹁
日
本
国
内
で
は

現
在
流
行
が
認
め
ら
れ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
﹂
と
発
表

し
て
お
り
︑国
民
に
対
し
て
︑

風
邪
や
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
と
同
様
に
︑
一
人

ひ
と
り
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や

手
洗
い
な
ど
の
徹
底
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
業

界
団
体
に
対
し
て
︑
感
染
対

策
に
係
る
協
力
要
請
を
発
出

し
た
（
１
月
21
日
）
ほ
か
︑

１
月
30
日
に
は
︑
バ
ス
内
に

お
け
る
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の

感
染
が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発

生
し
た
こ
と
に
伴
い
︑
感
染

を
予
防
す
る
た
め
︑
マ
ス
ク

の
着
用
︑
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
︑

手
洗
い
等
の
対
策
の
さ
ら
な

る
徹
底
を
要
請
︒

　

ま
た
︑
２
月
７
日
に
は
︑

厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
感

染
症
対
策
の
チ
ラ
シ︵
写
真
︶

を
営
業
所
な
ど
に
掲
示
す
る

な
ど
︑
感
染
症
対
策
の
周
知

を
協
力
要
請
し
て
い
る
︒
な

お
︑
同
チ
ラ
シ
は
厚
労
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
Ｈ
Ｐ
の
新

着
情
報
で
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
情
報
﹂を
提
供
︒

今
後
の
感
染
拡
大
の
防
止
に

向
け
て
︑
会
員
事
業
者
に
対

し
て
予
防
・
ま
ん
延
防
止
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

予
防
・
ま
ん
延
防
止
対
策
の
徹
底
を

「
感
染
症
対
策
チ
ラ
シ
の
掲
出
」
な
ど
対
策
周
知
を
呼
び
か
け

表　補助額等
①テールゲートリフター導入支援事業（第１号事業）
補助対象 補助率 補助額 補助上限台数

テールゲート
リフター

通常価格の
６分の１
以内

アーム式 10万円
１事業者につき１台
（ただし、Gマーク
取得事業者は２台）
※１

垂直式 10万円
後部格納式 20万円
床下格納式 20万円

②トラック搭載型クレーン導入支援事業（第２号事業）
補助対象 補助率 補助額　※２ 補助上限台数

トラック
搭載型
クレーン

通常価格の
６分の１
以内

大型クラス 70万円 １事業者につき１台
（ただし、Gマーク
取得事業者は２台）
※１

中型クラス 60万円
小型クラス 50万円

③トラック搭載用２段積みデッキ導入支援事業（第３号事業）
補助対象 補助率 補助額 補助上限台数

トラック
搭載用２段積み
デッキ

通常価格の
６分の１
以内

デッキ１基につき６万円（車
両１台当たり上限18万円）

１事業者につき車両１
台分（ただし、Gマ
ーク取得事業者は車
両２台分）※３

※１　補助対象事業者が自動車リース事業者の場合は、借り受ける運送事業者につき上記台数。
※２　大型、中型、小型の区分は全ト協HPに掲載されている募集要項を参照のこと。
※３　�車両 1台に複数基のデッキを搭載可能な場合は車両 1台に搭載可能な台数を上限とする。ただし、

車両 1台当たり最大 3基までを上限とする。

テールゲートリフター等導入支援事業を実施
　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
２
月
20
日
㈭

〜
３
月
12
日
㈭
ま
で
︑﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
向
け
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
等
導
入
支
援
事
業
﹂
の
申
請
を
受
け
付

け
る
︒
同
補
助
事
業
に
よ
り
︑
荷
役
作
業

等
の
効
率
化
に
資
す
る
機
器
（
テ
ー
ル
ゲ

ー
ト
リ
フ
タ
ー
︑
ト
ラ
ッ
ク
搭
載
型
ク
レ

ー
ン
︑
ト
ラ
ッ
ク
搭
載
用
２
段
積
み
デ
ッ

キ
）
の
導
入
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
中
小
企
業
の

経
営
環
境
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
︒

　

な
お
︑
予
算
額
は
１
億
円
で
︑
対
象
は

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
な
る
︒

物
流
生
産
性
向
上
に
資
す
る

「
特
殊
車
両
の
新
た
な
通
行
制
度
」
創
設
へ

「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
閣
議
決
定

政　府

予
算
額
１
億
円
、
受
付
は
２
月
20
日
～
３
月
12
日

令
和
元
年
度 

国
交
省
補
正
予
算

▷▷▷中小トラック運送事業者向け補助事業◁◁◁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症



（2）第2148号（第3種郵便物認可）令和2年（2020年）2月15日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～交通の教則編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  環状交差点内を通行するときは、環状交差点内を通行する車、環状
交差点に入ろうとする車、歩行者などに気を配りながら、環状交差
点の状況に応じてできる限り安全な速度と方法で進行しなければな
らない。（ ○・× ）

❷  大型車は内輪差が大きいので、左側を通行している歩行者や自転車
などを巻き込まないよう注意する。（ ○・× ）

❸  安全にカーブを曲がるためには、カーブに入ってからブレーキをか
けて速度を落とす。（ ○・× ）

❹  明るさが急に変わると、一時的に視力が低下するので、トンネルの
入出時には速度を落とす。（ ○・× ）

❺  雨の中を高速で走行すると、スリップを起こしたり、タイヤが浮い
て、ハンドルやブレーキが効かなくなる「スタンディングウェーブ
現象」が発生することがある。（ ○・× ）

（解答は７面）

体調管理を徹底しよう！
〔第93回〕

　新型コロナウイルスに関する情報が連日報道され、まん延
を防止するための様々な対策が講じられています。新型コロ
ナウイルスに限らず、インフルエンザなどの感染症は、人か
ら人にうつるというリスクがあります。職場において、万一
感染者が出れば、業務に大きな支障を来す恐れもあります
から、しっかり予防に取り組むことが大切です。

●感染症に備え、一人ひとりができる対策を実践しよう

Ａさん「例年では、インフルエンザがピークを迎える頃だけれ
ども、今年は新型コロナウイルスが話題になっている
ね。国内でも感染者が確認されており、注意が必要
だね」

Ｂさん「ニュース等でよく見かけるけれども、どんな病気な
の？」

Ａさん「過去、人での感染が確認されていなかった新種のコ
ロナウイルスが原因と考えられる感染症で、現段階
では、飛沫感染と接触感染が考えられているんだ」

Ｂさん「僕たちで予防できる方法はあるかな」
Ａさん「過剰に心配するのではなく、インフルエンザや風邪

の予防と同じように手を洗う、マスク着用を含む咳エ
チケットの実践が大事だよ。個人でできる新型コロ
ナウイルスへの対策は、そのまま風邪やインフルエン
ザ予防に繋がるので、しっかり実践してほしいな」

Ｂさん「なるほど。よく分かったよ。僕は運転する時、車内が
乾燥しないように気をつけているけれど、それはどう
なんだろう」

Ａさん「空気が乾燥すると喉の粘膜の防御機能が低下するの
で、車内の湿度を上手くコントロールするのも有効
な防御手段といえるよ」

Ｂさん「感染しないことと、他人にうつさないことが大切だ
ね」

●薬の副作用に注意する

Ａさん「ところで、体調があまりよくない時は薬を飲むけれ
ど、ドライバーの場合は薬にも注意が必要だね」

Ｂさん「市販薬のなかには眠くなる成分が入っているものが
あり、だるさ、倦怠感、集中力の低下を招き、運転に
悪影響を及ぼすものがあるからね」

Ａさん「安易に飲んだ薬の副作用によって、漫然運転や居眠
り運転になって事故になるケースもあるしね。Ｂさん
は薬の服用について、何か気をつけていることはあ
る?」

Ｂさん「医者にかかった時は、必ずトラックドライバーである
ことや勤務形態を医師に伝え、眠くならない薬を処方
してもらって運転に支障が出ないようにしている。ド
ラッグストアで薬を買う時も、薬剤師にトラックドラ
イバーであることを伝えて、眠くならない薬を選んで
もらっているんだ。それから、飲み忘れた時や食事時
間がずれた場合の対処法なども、初めに医師や薬剤
師に聞いておくように心がけているよ」

●生活習慣を見直そう

Ａさん「それだけやっていると安心だね。ところで、ドライ
バーの生活習慣病がよく話題になるけれど、気をつけ
ていることはあるかな」

Ｂさん「生活習慣を整えることは、そのまま体調管理に繋が
るので気をつけているよ。まず、睡眠はしっかりとる
ようにしている。特に寝る前のパソコンやスマート
フォンの使用はなるべく避けているんだ」

Ａさん「寝る前のパソコンやスマートフォンの使用は、睡眠の
質を下げるといわれているからね」

Ｂさん「食事にも気を使っている。血圧や肥満が気になるか
ら、塩分や脂ものはできるだけ控えるようにしている。
それと休日には、なるべく運動するようにしている。運
動することで、体も心もリフレッシュされるんだ」

Ａさん「バランスの良い食事と適度な運動ってことだ。ともか
く、日常生活を見直して、できることから改善してい
くことが大事だね」

Ｂさん「安全運転をするには、まず自分が健康であること。
そのためには日頃の体調管理もドライバーの大切な
業務のひとつだといえるよね」

　

２
月
３
日
︑
第
１
１
４
回

﹁
交
通
対
策
委
員
会
﹂（
工

藤
修
二
委
員
長
）
が
開
催
さ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
２
年

度
事
業
計
画
（
案
）︑
②
交

通
事
故
の
発
生
状
況
︑
③
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り

組
み
︑
④
災
害
物
流
専
門
家

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
進

捗
状
況
︑
⑤
台
風
等
に
よ
る

異
常
気
象
時
下
に
お
け
る
輸

送
の
在
り
方
︑⑥
第
52
回﹁
全

国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
実
施
︱
︱

等
に
つ
い
て
審
議
し
︑
原
案

通
り
承
認
︒
そ
の
ほ
か
︑
各

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

お
け
る
駐
車
規
制
の
見
直
し

状
況
な
ど
に
関
す
る
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

　

②
③
で
は
︑
今
年
目
標
期

限
を
迎
え
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
事

業
に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ

ン
２
０
２
０
﹂（
交
通
事
故
死

者
数
２
０
０
人
以
下
︑
人
身

事
故
件
数
１
万
２
５
０
０
件

以
下
︑
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
︑
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
一
当
事

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
を

車
両
台
数
１
万
台
当
た
り﹁
１

・
５
﹂
件
以
下
）
の
設
定
目

標
を
達
成
す
る
た
め
︑
車
籍

別
事
故
件
数
デ
ー
タ
や
各
都

道
府
県
ト
協
の
取
り
組
み
内

容
等
を
も
と
に
︑
さ
ら
な
る

事
故
防
止
対
策
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
④
﹁
災
害
物
流
専

門
家
﹂
に
関
し
て
は
︑
育
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト

の
策
定
等
の
取
り
ま
と
め
を

今
年
８
月
頃
︑
研
修
ト
ラ
イ

ア
ル
を
同
11
月
頃
か
ら
実
施

し
︑
令
和
３
年
１
月
以
降
に

本
格
的
な
研
修
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
︒

事
業
計
画
書
案
等
を
承
認

第
３
回
施
設
事
業
委
員
会

　

１
月
31
日
︑
第
３
回
﹁
施

設
事
業
委
員
会
﹂（
小
林
幹

愛
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
２
年

度
事
業
計
画
書
（
案
）︑
②

青
森
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｓ
）︑
③
三
次
Ｔ
Ｓ
︱

︱
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し

た
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
既
存
Ｔ
Ｓ
の

稼
働
・
閉
鎖
状
況
や
修
繕
工

事
の
進
捗
状
況
︑
Ｔ
Ｓ
の
利

用
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

第
13
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会

　

第
13
回
﹁
労
働
安
全
・
衛

生
委
員
会
﹂（
寺
岡
洋
一
委

員
長
）
が
２
月
６
日
に
開
催

さ
れ
︑
令
和
２
年
度
事
業
計

画
案
に
つ
い
て
審
議
し
︑
原

案
通
り
承
認
し
た
︒

　

続
い
て
︑
①
労
働
安
全
・

衛
生
関
係
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

状
況
︑
②
２
０
１
９
年
度
労

働
安
全
・
衛
生
関
係
助
成
事

業
︑
③
﹁
運
輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂
の
状
況
︑

④
国
土
交
通
省
﹁
脳
健
診
普

及
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業

（
平
成
30
年
度
の
結
果
）﹂︑

⑤
国
交
省
﹁
健
康
起
因
事
故

防
止
の
た
め
の
取
組
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
﹂︑

⑥
令
和
元
年
度
労
働
災
害
発

生
状
況
（
速
報
）︑
⑦
複
数

就
業
者
に
係
る
労
災
保
険
給

（
２
月
15
日
〜
２
月
29
日
）

▽
２
月
20
日

・
青
年
部
会
第
３
回
全
国
代
表

者
協
議
会

▽
２
月
21
日

・
青
年
部
会
全
国
大
会

▽
２
月
25
日

・
第
49
回
環
境
対
策
委
員
会

マ
に
講
演
し
た
︒

平
成
30
年
度
出
捐
金
事
業

　
　
　
　

 

の
実
績
を
評
価

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

出
捐
金
事
業
評
価
機
関
会
議

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
７
日
︑
第
14
回
﹁
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
出
捐

金
事
業
評
価
機
関
会
議
﹂（
委

員
長
・
杉
山
武
彦
︹
公
財
︺

高
速
道
路
調
査
会
理
事
長
）

を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
は
︑
全
ト
協
が
実

施
す
る
出
捐
金
事
業
に
つ
い

て
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
︑
毎
年
度
の
事
業
実
績

を
評
価
す
る
も
の
で
︑
今
回

は
平
成
30
年
度
事
業
に
お
け

付
等
︱
︱
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

　

⑥
﹁
令
和
元
年
度
労
災
発

生
状
況
（
速
報
）﹂
で
は
︑

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
い

て
︑
死
亡
・
死
傷
災
害
と
も

に
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
が
︑
熱

中
症
や
降
雪
に
よ
る
転
倒
事

故
等
の
減
少
と
い
っ
た
気
象

的
要
因
が
背
景
に
あ
る
こ
と

か
ら
︑
各
都
道
府
県
で
引
き

続
き
労
働
災
害
対
策
強
化
に

努
め
る
よ
う
呼
び
か
け
た
︒

　

な
お
議
事
に
先
立
ち
︑

（
独
）
労
働
者
健
康
安
全
機

構　

労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
リ
ス
ク
管
理
研
究
セ
ン

タ
ー
の
大
西
明
宏
氏
が
﹁
ト

ラ
ッ
ク
荷
台
か
ら
の
転
落
災

害
の
特
徴
と
対
策
﹂
を
テ
ー

る
評
価
を
決
定
し
た
︒

　

評
価
対
象
事
業
項
目
と
評

価
結
果
は
次
の
通
り
（
評
価

方
法
＝
中
期
目
標
の
達
成
に

向
け
て
︑
Ａ
：
優
れ
た
実
施

状
況
︑
Ｂ
：
お
お
む
ね
順
調

な
実
施
状
況
︑
Ｃ
：
順
調
な

実
施
状
況
に
な
く
︑
事
業
の

見
直
し
等
が
必
要
）︒

◆ 

輸
送
の
安
全
の
確
保
①

（
交
通
事
故
防
止
）＝
Ｂ
︑

同
②
（
労
災
事
故
防
止
）

＝
Ｂ
︑
同
③
（
健
康
起
因

事
故
防
止
）
＝
Ａ

◆ 

環
境
の
保
全
（
Ｃ
Ｏ
２
削

減
）
＝
Ｂ

◆ 

事
業
適
正
化
①
（
巡
回
指

導
）
＝
Ａ
︑
同
②
（
安
全

性
評
価
事
業
）
＝
Ａ

◆ 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
改
善
・
向

上
①
（
輸
送
相
談
・
引
越

優
良
認
定
）
＝
Ａ
︑
同
②

（
資
金
融
通
の
支
援
）＝
Ａ

　

ま
た
︑
併
せ
て
令
和
２
年

度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
も
内
容
を
説
明
し
た
︒

令
和
２
年
度　
　
　
　
　
　

　
広
報
事
業
計
画
案
を
承
認

第
67
回
広
報
委
員
会

　

第
67
回
﹁
広
報
委
員
会
﹂

が
２
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
昨
夏
役
員
改
選
を
行
い

新
体
制
と
な
り
︑
副
会
長
の

担
務
も
決
定
し
た
た
め
︑
改

め
て
正
副
委
員
長
の
選
任
を

実
施
︒
委
員
長
に
は
小
林
和

男
中
越
運
送
㈱
代
表
取
締
役

会
長
（
全
ト
協
副
会
長
︑
新

潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）

　

議
事
で
は
︑
①
令
和
元
年

度
広
報
事
業
の
進
捗
状
況
︑

②
２
年
度
広
報
事
業
計
画

（
案
）
︱
︱
が
議
論
さ
れ
︑

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

元
年
度
広
報
事
業
の
進
捗

状
況
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
主
な
活
動
や
︑機
関
紙
﹃
広

報
と
ら
っ
く
﹄
読
者
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
結
果
︵
別
掲
︶

な
ど
に
つ
い
て
報
告
︒ま
た
︑

２
年
度
広
報
事
業
計
画（
案
）

で
は
︑
各
種
広
報
媒
体
を
活

用
し
た
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
対
策

の
積
極
的
な
推
進
お
よ
び

﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
等
に
よ

る
会
員
事
業
者
向
け
情
報
提

供
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
た
︒

が
︑
ま
た
副
委
員
長
に
は
髙

橋
嘉
信
岩
手
雪
運
㈱
代
表
取

締
役
社
長
（
岩
手
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
︒

令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
等

　

  　
　
　
　

 　
　
を
承
認

第
14
回
経
営
改
善
・

情
報
化
委
員
会

　

第
14
回
経
営
改
善
・
情
報

化
委
員
会（
田
中
亨
委
員
長
）

が
２
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑﹁
令
和
２
年

度
経
営
改
善
・
情
報
化
対
策

に
係
る
事
業
計
画
（
案
）
お

よ
び
予
算
（
案
）﹂
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
︒
続
い
て
︑
令

和
元
年
度
経
営
改
善
・
情
報

化
対
策
事
業
（
①
青
年
部
会

活
動
︑
②
女
性
部
会
活
動
︑

③
情
報
化
推
進
事
業
︑
④
人

材
確
保
・
育
成
対
策
事
業
︑

⑤
経
営
改
善
対
策
事
業
）
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
︒

　

今
年
度
開
催
さ
れ
た
︑
③

﹁
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ

ナ
ー
﹂︑
④
﹁
人
材
確
保
対

策
セ
ミ
ナ
ー
﹂︑
⑤
﹁
原
価

計
算
活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂
︱
︱

の
３
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
︑

参
加
者
に
対
し
て
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
︒

い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
90

％
以
上
の
参
加
者
が
﹁
役
に

立
っ
た
﹂﹁
参
考
に
な
っ
た
﹂

と
回
答
す
る
な
ど
︑
会
員
事

業
者
の
情
報
化
推
進
お
よ
び

経
営
の
改
善
に
役
立
つ
内
容

が
提
供
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

㈱
コ
ヤ
マ
経
営
の
小
山
雅
敬

代
表
取
締
役
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
が
直
面
す
る
課
題
へ

の
対
応
策
に
つ
い
て
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
︒

第14回経営改善・情報化委員会（2月12日、全ト協）

�
大
型
自
動
車
第
一
種
免

許
取
得
講
座
な
ど
を
指
定

特
定
一
般
教
育
訓
練

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
10

日
︑
特
定
一
般
教
育
訓
練
の

令
和
２
年
４
月
１
日
付
新
規

指
定
講
座
を
公
表
し
た
︒

　

特
定
一
般
教
育
訓
練
給
付

制
度
と
は
︑
一
定
の
要
件
を

満
た
す
人
が
︑
厚
労
大
臣
の

指
定
す
る
速
や
か
な
再
就
職

お
よ
び
早
期
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
資
す
る
教
育
訓
練
（
特

定
一
般
教
育
訓
練
）
を
受
講

し
︑
修
了
等
し
た
場
合
に
︑

本
人
が
教
育
訓
練
施
設
に
支

払
っ
た
訓
練
費
用
の
一
定
割
合

（
教
育
訓
練
経
費
の
40
％
・

上
限
20
万
円
）
を
支
給
す
る

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

�

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し

に
向
け

ト
ラ
ッ
ク
の
実
態
調
査
検
討
会
が

初
会
合

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
31

日
︑
第
１
回
﹁
自
動
車
運
転

者
の
労
働
時
間
等
に
係
る
実

態
調
査
検
討
会
﹂を
開
催
し
︑

①
実
態
調
査
検
討
会
の
位
置

づ
け
と
活
動
の
全
体
像
︑
②

今
年
度
の
進
め
方
︑
③
最
終

ゴ
ー
ル
達
成
に
向
け
た
６
つ

の
実
態
調
査
項
目
︱
︱
等
に

つ
い
て
検
討
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
改
善
基
準

告
示
の
見
直
し
に
向
け
設
置

さ
れ
た
労
働
政
策
審
議
会
労

働
条
件
分
科
会
自
動
車
運
転

者
労
働
時
間
等
専
門
委
員
会

の
委
員
で
構
成
さ
れ
︑
ト
ラ

ッ
ク
︑
バ
ス
︑
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
の
分
野
ご
と
に
設

置
︒ト
ラ
ッ
ク
検
討
会
に
は
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
馬

渡
雅
敏
副
会
長
︑
日
本
通
運

㈱
の
浜
島
和
利
執
行
役
員
が

参
画
し
て
い
る
︒

　

同
会
は
︑
今
年
度
３
月
末

ま
で
３
回
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
︑
次
回
は
︑
２
月
17

日
を
予
定
し
て
い
る
︒
年
度

内
に
調
査
手
段
や
対
象
な
ど

﹁
実
態
調
査
実
施
要
領
﹂
を

決
定
す
る
と
と
も
に
今
後
の

マ
イ
ル
ス
ト
ン
を
策
定
す
る
︒

　

目
指
す
最
終
ゴ
ー
ル
と
し

て
は
︑﹁
長
時
間
労
働
の
実

態
に
あ
る
自
動
車
運
転
者
の

改
善
基
準
告
示
の
見
直
し
︑

労
働
条
件
お
よ
び
安
全
衛
生

の
確
保
・
改
善
﹂
と
し
︑
実

態
調
査
項
目
と
し
て
︑
①
改

善
基
準
告
示
の
規
定
内
容
の

妥
当
性
︑
②
同
告
示
遵
守
に

必
要
な
取
り
組
み
︑
③
長
時

間
労
働
の
実
態
を
定
数
的
に

確
認
︑④
運
転
者
の
生
の
声
︑

⑤
先
進
的
な
取
り
組
み
︑
⑥

最
新
技
術
の
動
向
︱
︱
の
６

項
目
を
挙
げ
た
︒

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

・
利
活
用
を
呼
び
か
け

企
業
へ
の
出
張
交
付
も
紹
介

　

政
府
で
は
︑
安
全
・
安
心

で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
で
き
る
限
り
早
期
に

実
現
す
る
観
点
か
ら
︑
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を

強
力
に
推
進
し
て
い
る
︒

　

事
業
者
に
対
し
て
は
︑
市

区
町
村
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
担
当
課
が
会
社
等
に
赴

い
て
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

行
う
方
式
も
用
意
︒
国
で
は
︑

同
方
式
に
よ
る
交
付
に
関
心

の
あ
る
事
業
者
に
対
し
︑
同

担
当
課
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
︑

未
交
付
の
従
業
員
等
に
対
す

る
啓
発
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
﹂

を
参
照
︒

制
度
で
︑
昨
年
10
月
よ
り
制

度
が
開
始
さ
れ
た
︒

　

今
回
︑
新
規
に
指
定
さ
れ

た
講
座
は
︑計
２
０
０
講
座
︒

こ
れ
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
も

の
と
合
わ
せ
る
と
︑
３
４
８

講
座
（
４
月
１
日
現
在
）
が

対
象
と
な
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
関
係
で

は
︑
大
型
自
動
車
第
一
種
免

許
の
取
得
を
目
標
と
す
る
も

の
が
21
講
座
︑
中
型
自
動
車

第
一
種
免
許
の
取
得
を
目
標

と
す
る
も
の
が
17
講
座
︑
準

中
型
自
動
車
第
一
種
免
許
の

取
得
を
目
標
と
す
る
も
の
が

10
講
座
︑
け
ん
引
免
許
の
取

得
を
目
標
と
す
る
も
の
が
８

講
座
な
ど
が
新
た
に
指
定
さ

れ
た
︒

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

第114回交通対策委員会（２月３日、全ト協）

第３回施設事業委員会（１月31日、全ト協）

第13回労働安全・衛生委員会（2月6日、全ト協）

第14回運輸事業振興助成交付金出捐金事業評
価機関会議（2月7日、全ト協）

第67回広報委員会（2月10日、全ト協）

浴
室
・
宿
泊
室
が
臨
時
休
業

名
古
屋
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

名
古
屋
Ｔ
Ｓ
は
︑
浴
室
と

宿
泊
室
を
２
月
23
日
㈰
18
時

か
ら
翌
７
時
ま
で
臨
時
休
業

す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

『 』に関する主な意見
• いつも楽しみに読んでいる。
•社内で活用し、役に立っている。
・「法令○×クイズ」「KYTシート」を毎回切り取って活用している。
・毎月の安全会議の資料として利用させていただいている。
•記事の内容が、勉強・参考になる。
・ドライバーへの注意事項の参考になる。
・「労務Ｑ＆Ａ」は、自分と同じ疑問が多くみられ参考になる。
・時代の流れと法令の改正がよく分かる。
•今後も良い紙面づくりを期待している。
•内容や文章が良い。

　このほど実施した機関紙『広報とらっく』
読者アンケートについては、1,507人の方
から回答をいただきました。
　アンケートの結果、「よく読む」と回答さ
れた方は６割を超え、「時々読む」と答えた
方と合わせて、閲読率は今回も9割を超え
ました。
　また、多くの方からいただいた貴重なご
意見を基に、一層の紙面充実に努めてまい
ります。

９割超の閲読率

読者アンケート結果
『広報とらっく』閲読状況

時々読む
32.2％
（485）

あまり読まない
4.9％（74）

まったく読まない
0.5％（7）

※グラフ中の（　）内は人数

（有効回答数1,507）

よく読む
62.4％
（941）

「
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」達
成
に
向
け

事
故
防
止
対
策
の
強
化
を
確
認

第
１
１
４
回
交
通
対
策
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
の
多
様
化
が
進

ん
で
い
る
︒
そ
の
背
景
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
拡
大
が
あ
る
︒

経
済
産
業
省
の
﹁
電
子
商
取
引
に

関
す
る
市
場
調
査
﹂
に
よ
る
と
︑

平
成
30
年
の
Ｂ
to
Ｃ
︱
Ｅ
Ｃ
（
消

費
者
向
け
電
子
商
取
引
）の
う
ち
︑

物
流
が
伴
う
物
販
系
は
９
兆
２
９

９
２
億
円（
前
年
比
８
・
12
％
増
）

で
︑
全
商
取
引
中
の
電
子
商
取
引

の
割
合
を
示
す
Ｅ
Ｃ
化
率
は
６
・

22
％
だ
︒

　

こ
の
よ
う
に
急
増
す
る
ネ
ッ
ト

通
販
の
荷
物
と
︑
通
常
の
宅
配
荷

物
と
合
わ
せ
て
︑
従
来
は
宅
配
便

事
業
者
が
宅
配
市
場
の
大
半
を
担

っ
て
い
た
︒
だ
が
︑
大
手
ネ
ッ
ト

通
販
会
社
の
一
部
で
は
︑﹁
約
３
年

前
か
ら
自
前
の
宅
配
網
の
構
築
に

着
手
し
た
︒
宅
配
便
事
業
者
頼
り

か
ら
︑
様
々
な
宅
配
の
仕
組
み
を

取
り
入
れ
て
き
た
﹂
の
で
あ
る
︒

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
︑

一
部
の
大
手
ネ
ッ
ト
通

販
会
社
で
は
︑
自
前
の

宅
配
網
の
構
築
を
７
年

以
上
前
か
ら
構
想
し
て

い
た
︒﹁
29
年
に
宅
配

便
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時

間
労
働
や
不
払
残
業
代

な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
こ
と
で
︑
急

遽
︑
計
画
を
早
め
て
着
手
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
﹂
の
で
あ

る
︒
そ
の
結
果
︑
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
の
多
様
化
が
急
速
に
進
ん
で

き
た
︒

　

あ
る
大
手
ネ
ッ
ト
通
販
会
社

で
は
︑
①
宅
配
便
事
業
者
︑
②

独
自
の
宅
配
元

請
事
業
者
︑
③

貨
物
軽
自
動
車

運
送
事
業
者
に

直
接
ス
ポ
ッ
ト

的
に
委
託
︑
と

い
っ
た
３
ル
ー

ト
を
使
い
分
け

る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
︒
こ
の

う
ち
︑﹁
宅
配

元
請
事
業
者
は

多
く
の
協
力
会

社
と
契
約
し
︑

協
力
会
社
は
さ

ら
に
貨
物
軽
自

動
車
運
送
事
業

者
に
荷
物
を
出

す
の
が
一
般
的
だ
﹂︒
一
方
︑
中

小
事
業
者
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
︑

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
市
場
に
参
入
す

る
動
き
も
進
ん
で
い
る
︒だ
が
︑

宅
配
便
事
業
者
も
含
め
て
︑
末

端
の
宅
配
業
務
は
貨
物
軽
自
動

車
運
送
事
業
の
自
営
業
者
が
担

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
︒﹁
自
営

業
者
な
く
し
て
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
は

成
り
立
た
な
い
︑
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
﹂︒

　

で
は
︑な
ぜ
自
営
業
者
な
の
か
︒

﹁
従
来
は
︑
労
働
時
間
に
か
か
わ

り
な
く
︑
ま
た
︑
個
建
運
賃
で
安

く
使
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
﹂︒

雇
用
関
係
で
は
な
い
た
め
労
働
時

間
な
ど
の
法
令
が
適
用
さ
れ
ず
︑

元
請
け
に
と
っ
て
は
﹁
使
い
や
す

か
っ
た
﹂
か
ら
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
30
年
４
月
に
国
土
交
通

省
が
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に

つ
い
て
﹂
の
な
か
で
︑
個
人
事
業

主
で
も
改
善
基
準
告
示
な
ど
が
適

用
さ
れ
る
と
し
た
︒
さ
ら
に
︑
同

年
12
月
に
﹁
改
正
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
﹂
が
成
立
し
︑
荷
主
の

配
慮
義
務
が
新
設
さ
れ
て
荷
主
勧

告
制
度
も
強
化
さ
れ
た
︒
こ
の
荷

主
勧
告
制
度
の
対
象
に
貨
物
軽
自

動
車
運
送
事
業
者
が
追
加
さ
れ
た
︒

　

つ
ま
り
︑
現
在
で
は
自
営
業
者

に
も
労
働
時
間
な
ど
の
法
令
が
適

用
さ
れ
る
︒
宅
配
貨
物
が
増
加
す

る
な
か
で
︑
自
営
業
者
の
法
令
遵

守
の
徹
底
を
ど
う
図
る
の
か
︒
ラ

ス
ト
マ
イ
ル
の
多
様
化
は
︑
法
令

遵
守
を
前
提
に
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
︒

第
249
回

ラストマイルの多様化と法令遵守

　
　

︻
解
説
︼
一
昨
年
７
月
︑﹁
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
﹂
の
防
止
を
目
的
に
健
康

増
進
法
が
改
正
さ
れ
︑
今
年
の
４
月
１

日
か
ら
職
場
に
お
け
る
喫
煙
が
︑
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
喫
煙
室
以
外
は
禁

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
職
場

の
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
は
︑
す
で

に
労
働
安
全
衛
生
法
の
第
68
条
の
２
で

事
業
者
に
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
こ
れ
に
よ
り
健
康
増

進
法
と
安
衛
法
の
二
本
立
て
の
規
制
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒
こ
の

た
め
︑
厚
生
労
働
省
で
は
︑
健
康
増

　

今
年
の
４
月
か
ら
職
場
で
の
喫

煙
が
禁
止
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
規
制
が
行
わ
れ
る
の

か
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
教
え

く
だ
さ
い
。

 第197回 

４月から始まる職場の
「禁煙」規制の内容は

進
法
と
安
衛
法
に
よ
り
事
業
者
が
実

施
す
べ
き
事
項
を
一
体
的
に
示
す
た
め

に
︑﹁
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂（
令
和
元

年
７
月
︑
基
発
０
７
０
１
第
１
号
）
を

策
定
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
改
正
健
康
増
進
法
で
定

め
ら
れ
た
受
動
喫
煙
防
止
措
置
の
主

な
内
容
を
み
て
み
ま
す
と
︑
ま
ず
︑

原
則
と
し
て
屋
内
は
禁
煙
で
︑
喫
煙

室
の
み
喫
煙
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
︑
喫
煙
室
は
︑
た
ば
こ
の
煙
の

流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
技
術
的
基

準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
︒ま
た
︑

出
入
口
等
に
は
必
要
事
項
を
記
載
し

た
喫
煙
専
用
室
標
識
等
を
掲
示
し
︑

維
持
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

あ
わ
せ
て
︑
事
業
者
に
は
︑
①
喫

煙
禁
止
場
所
に
お
け
る
喫
煙
の
禁
止
︑

②
紛
ら
わ
し
い
標
識
の
掲
示
︑
標
識

の
汚
損
等
の
禁
止
︑
③
喫
煙
禁
止
場

所
で
の
喫
煙
器
具
︑
設
備
等
の
設
置

禁
止
︑
④
喫
煙
室
内
へ
の
20
歳
未
満

の
者
の
立
入
禁
止
︱
︱
等
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
︒
こ
れ
ら
の
義
務
に
違

反
す
る
と
︑行
政（
都
道
府
県
知
事
等
）

に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
︑
指
導
に
従

わ
な
い
場
合
に
は
︑
義
務
違
反
の
内

容
に
応
じ
て
勧
告
・
命
令
等
が
出
さ

れ
︑
改
善
が
み
ら
れ
な
い
事
案
に
対
し

て
は
︑
罰
則
（
過
料
）
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

一
方
︑
安
衛
法
の
受
動
喫
煙
防
止

規
定
（
第
68
条
の
２
）
に
つ
い
て
は
︑

健
康
増
進
法
の
改
正
に
合
わ
せ
若
干

文
言
の
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
︑

内
容
自
体
は
基
本
的
に
は
従
来
の
ま

ま
で
あ
り
︑
努
力
義
務
と
い
う
性
格

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

し
た
が
っ
て
︑
罰
則
は
な
い
も
の
の
︑

場
合
に
よ
る
と
安
全
配
慮
義
務
に
基

づ
く
損
害
賠
償
請
求
と
い
う
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の
で
︑
特
に
妊
娠
し
て

い
る
労
働
者
や
呼
吸
器
・
循
環
器
等

に
疾
患
を
持
つ
労
働
者
︑
が
ん
等
の
疾

病
を
治
療
し
な
が
ら
就
業
す
る
労
働

者
︑化
学
物
質
に
過
敏
な
労
働
者
な
ど
︑

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
一

層
受
け
や
す
い
懸
念
が
あ
る
者
に
対

す
る
受
動
喫
煙
防
止
は
重
要
で
す
︒

　

ま
た
︑
今
回
の
健
康
増
進
法
の
改

正
を
機
に
策
定
さ
れ
た
厚
労
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
︑
事
業
者
に
は
︑
①

事
業
場
の
実
情
に
応
じ
︑
推
進
計
画

の
策
定
や
担
当
部
署
の
指
定
等
の
取

り
組
み
を
組
織
的
に
進
め
る
︑
②
労

働
者
の
募
集
お
よ
び
求
人
の
申
し
込

み
に
あ
た
っ
て
は
︑
就
業
の
場
所
に
お

け
る
受
動
喫
煙
防
止
措
置
に
関
す
る

事
項
を
明
示
す
る
︱
︱
等
の
措
置
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
ほ
か
︑﹁
業

務
車
両
内
で
の
喫
煙
時
の
配
慮
﹂
と

い
う
こ
と
で
︑
事
業
者
は
﹁
営
業
や

配
達
等
の
業
務
で
使
用
す
る
車
両
内

な
ど
で
あ
っ
て
も
︑
健
康
増
進
法
に
お

い
て
喫
煙
者
に
配
慮
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
喫
煙
者
に

対
し
︑
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
︑
同
乗
者
の
意
向
に
配
慮

す
る
よ
う
周
知
﹂
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
点
に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
︒

Ａ�

喫
煙
室
等
を
設
け
「
望
ま

な
い
受
動
喫
煙
」
を
防
止

吸
症
候
群
）
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
で
﹁
経
過
観
察
﹂

と
判
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
︑
事
業
者
は
そ
の

後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
わ
ず
に

運
転
さ
せ
て
い
た
こ
と
（
中

型
乗
合
バ
ス
の
衝
突
事
故
︑

東
京
都
世
田
谷
区
＝
重
要
調

査
対
象
事
故
）︑
③
運
転
者

が
以
前
よ
り
日
中
眠
気
を
感

じ
て
い
た
が
︑
運
行
管
理
者

が
運
転
者
の
健
康
管
理
等
を

十
分
行
っ
て
お
ら
ず
︑
事
故

後
に
当
該
運
転
者
は
重
度
の

Ｓ
Ａ
Ｓ
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
（
タ
ク
シ
ー
の
衝

突
事
故
︑
長
崎
県
平
戸
市
＝

同
）
︱
︱
の
特
徴
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
に
対

し
︑
運
転
者
の
健
康
管
理
の

徹
底
な
ど
︑
報
告
書
に
お
い

て
提
言
の
あ
っ
た
再
発
防
止

策
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
報
告
書
は
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

�

夜
間
の
首
都
高
利
用

料
金
を
５
割
引
に

オ
リ
・
パ
ラ
大
会
期
間
中

　

国
土
交
通
省
は
２
月
４

　

国
土
交
通
省
は
１
月
31

日
︑
事
業
用
自
動
車
事
故
調

査
委
員
会
に
よ
る
調
査
事
案

３
件
に
つ
い
て
︑
調
査
報
告

書
を
公
表
し
た
︒

　

今
回
公
表
さ
れ
た
３
件
の

事
案
で
は
︑
①
運
転
者
が
事

故
前
日
か
ら
体
調
不
良
を
感

じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑

運
行
を
継
続
し
た
こ
と
（
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
追
突
事
故
︑

愛
知
県
岡
崎
市
＝
特
別
重
要

調
査
対
象
事
故
）︑
②
運
転

者
が
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
睡
眠
時
無
呼

が
︑
物
流
車
両
は
料
金
上
乗

せ
の
対
象
外
と
な
る
︒

�

「
春
の
異
動
」
分
散
な
ど

を
経
済
団
体
等
に
要
請

分
散
引
越
を
呼
び
か
け

　

国
土
交
通
省
は
２
月
４

日
︑
引
越
時
期
の
分
散
に
関

す
る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
表
し
た
︒

　

引
越
事
業
で
は
︑
例
年
３

月
～
４
月
に
か
け
て
依
頼
が

集
中
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め

国
交
省
で
は
︑
引
越
時
期
の

分
散
に
向
け
て
︑
昨
年
か
ら

経
済
団
体
等
を
通
じ
て
利
用

者
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

る
︒

　

今
年
行
わ
れ
る
新
た
な
取

り
組
み
は
︑
次
の
通
り
︒

　

①
経
済
団
体
を
通
じ
て
︑

民
間
企
業
の
異
動
時
期
分
散

化
の
検
討
要
請

　

②
国
交
省
職
員
の
異
動
に

関
し
て
︑
人
事
異
動
時
期
の

分
散
に
向
け
た
試
行
的
な
取

り
組
み
を
実
施

　

③
全
国
の
地
方
運
輸
局

に
︑
引
越
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に

関
す
る
情
報
提
供
窓
口
の
設

置
　

国
交
省
で
は
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
連
名
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
︵
写
真
︶
を
作
成

す
る
な
ど
︑
利
用
者
に
対
し

て
分
散
引
越
へ
の
協
力
を
働

き
か
け
て
い
く
︒

�

名
二
環
開
通
に
合
わ
せ
て

「
新
た
な
高
速
道
路
料
金
」

ス
タ
ー
ト
へ

中
京
圏
の
高
速
道
路

　

国
土
交
通
省
は
２
月
５
日
︑

﹁
中
京
圏
の
新
た
な

高
速
道
路
料
金
に
関

す
る
具
体
方
針
﹂

（
案
）
を
取
り
ま
と

め
︑
公
表
し
た
︒

　

具
体
方
針
の
概
要

は
次
の
通
り
︒

　

①
料
金
体
系
の
整
理
・
統

一
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

　

料
金
水
準
を
現
行
の
高
速

自
動
車
国
道
の
大
都
市
近
郊

区
間
を
基
本
と
す
る
対
距
離

制
を
導
入
す
る
と
と
も
に
︑

車
種
区
分
を
５
車
種
区
分
に

統
一
︒

　

②
起
終
点
を
基
本
と
し
た

継
ぎ
目
の
な
い
料
金
の
実
現

　

都
心
部
周
辺
の
環
境
改
善

を
図
る
た
め
︑
東
海
環
状
自

動
車
道
・
名
古
屋
第
二
環
状

自
動
車
道
（
名
二
環
）
の
利

用
が
料
金
の
面
に
お
い
て
不

�

愛
称
を
「
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
」
に
決
定

日
本
海
事
協
会

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

は
２
月
12
日
︑﹁
運
転
者
職

場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
﹂

の
愛
称
が
﹁
働
き
や
す
い
職

利
に
な
ら
な
い
よ
う
︑
経
路

に
よ
ら
ず
︑
起
終
点
間
の
最

短
距
離
を
基
本
に
料
金
を
設

定
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
伊
勢
湾
岸
道

路
に
つ
い
て
︑
物
流
支
援
の

観
点
か
ら
︑
大
口
・
多
頻
度

割
引
を
導
入
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
︒

　

今
後
︑
中
日
本
高
速
道
路

㈱
と
名
古
屋
高
速
道
路
公
社

が
新
た
な
料
金
の
具
体
案
を

公
表
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
た
上
で
︑
令
和

２
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る

名
二
環
名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
～
飛
島

Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
開
通
に
合
わ
せ

て
︑
新
料
金
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
予
定
︒

場
認
証
制
度
﹂
に
決
ま
っ
た

と
発
表
し
た
︒

　

運
転
者
職
場
環
境
良
好
度

認
証
制
度
は
︑
運
転
者
の
労

働
条
件
や
労
働
環
境
を
改
善

す
る
と
と
も
に
︑
必
要
と
な

る
運
転
者
を
確
保
・
育
成
す

る
た
め
に
︑
長
時
間
労
働
の

是
正
等
の
働
き
方
改
革
に
取

り
組
む
事
業
者
を
認
証
す
る

制
度
︒

　

同
協
会
で
は
今
後
︑
愛
称

に
ち
な
ん
だ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
す
る
な
ど
︑
同
制
度
の

普
及
に
向
け
周
知
活
動
を
行

っ
て
い
く
方
針
︒

日
︑
道
路
整
備
特
別
措
置
法

第
３
条
に
基
づ
き
︑
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
お
け
る
首
都
高
速
道
路
の

料
金
等
に
つ
い
て
︑
首
都
高

速
道
路
㈱
に
対
し
て
事
業
許

可
を
行
っ
た
︒

　

大
会
期
間
中
（
７
月
20
日

～
８
月
10
日
︑
８
月
25
日
～

９
月
６
日
）
は
︑
全
車
種
を

対
象
と
し
て
︑
夜
間
（
０
時

～
４
時
）
に
首
都
高
速
道
路

を
利
用
す
る
交
通
の
料
金
を

５
割
引
と
す
る
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

に
適
用
）︒

　

ま
た
︑
マ
イ
カ
ー
を
対
象

と
し
て
︑
昼
間
（
６
時
～
22

時
）
に
都
内
区
間
を
利
用
す

る
場
合
に
料
金
上
乗
せ
（
１

０
０
０
円
）
が
実
施
さ
れ
る

荷
物
の
輸
送
回
数
の
見

直
し
な
ど
を
運
送
事
業

者
に
働
き
か
け

五
輪
期
間
の
渋
滞
対
策
強
化

　

警
察
庁
は
１
月
31
日
︑
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
向
け
た
交
通
総
量
抑
制

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ

て
い
る
︒

　

東
京
圏
に
お
け
る
交
通
総

量
抑
制
に
つ
い
て
は
︑
一
般

交
通
で
は
都
心
部
で
大
会
前

の
交
通
量
の
30
％
減
︑
そ
の

他
の
区
域
で
は
同
10
％
減
を

目
標
と
し
て
い
る
ほ
か
︑
首

都
高
速
道
路
で
は
同
最
大
30

％
減
を
目
標
と
し
て
い
る
︒

　

同
庁
で
は
︑
同
目
標
の
達

成
に
向
け
︑
運
送
事
業
者
等

に
対
し
て
荷
物
の
輸
送
や
商

品
の
配
送
の
回
数
・
時
間
帯

の
見
直
し
な
ど
の
協
力
を
働

き
か
け
て
い
く
︒

対
策
の
推
進
に
関
す
る
通
達

を
発
出
し
た
︒

　

同
大
会
に
関
す
る
交
通
対

策
で
は
︑
円
滑
な
大
会
輸
送

と
経
済
活
動
︑
市
民
生
活
の

共
存
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
︑
そ
の
た
め
に
交
通
総

量
抑
制
や
交
通
規
制
を
含
む

交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

全
ト
協
会
員
事
業
者
に
対
し　
　

健
康
管
理
の
徹
底
等
を
呼
び
か
け

事
故
調
査
委
員
会
報
告
書



令和2年（2020年）2月15日 （4）第2148号（第3種郵便物認可）

トラック運送業界発展のため、「青年
組織にこそできうること」とは、どの
ようなことだと考えますか。

今後の青年部会活動にあたり、取り
組んでいきたい事業や、方針・抱負
について聞かせてください。

執行役員常務、日本航空㈱元専務執行役員）が「働く意識を変
えるー JAL再生から学ぶ経営者のあり方」 をテーマに講演を行
う。
　今号では全国大会に先駆け、正副部会長８人にアンケートを
実施。青年部会、ひいては青年経営者が推進していくべき取り
組みなどに関する「４つの質問」に回答していただいた。なお、
３月１日号の『広報とらっく』では、全国大会の模様を掲載する。

Q４Q３

Ａ１ 　会員企業の発展・成長に向け、常に前向きな取り組みを行い、意欲のある
若手経営者の育成が必要不可欠だと考えています。研修および相互研鑽の

機会を設け、さらに「トラックの日」のイベントとしてトラックフェスタなどを四国４県で開催し
ています。また、定期的に全国産業資源循環連合会青年部と合同で地域の清掃活動を
行い、社会貢献活動等にも積極的に取り組んでおります。

Ａ２ 　まずは労働環境の改善が急務であり、ガイドライン等を活用して、目の前に
ある固有事情を把握した上での一つひとつの取り組みが、改善実現への大き

な一歩となると考えています。また、ドライバー不足も大きな課題であり、女性・若手ドラ
イバー採用に向けた環境づくりが急務であり、自社努力もさることながら関連省庁との連携
も図った上で、人材確保に向けた積極的行動をとることが必要だと考えます。

Ａ３ 　青年組織の魅力は、まず行動力だと思います。行動力豊かな青年が大きな
人の和となり、災害などの有事には迅速に対応していくことができる組織である

と確信しています。また、何事にも積極果敢に取り組む姿勢を絶やさず、私たち青年組
織が一丸となり、常に物流人としての誇りをもって、明るい未来を切り拓いていけると信じ
ています。

Ａ４ 　他の青年組織等と積極的に意見交換会を開催し、他業界を取り巻く情勢や
その取り組みを聞き、部会の活性化や部会員の自社の経営改善を促したいと

思います。これらの取り組みにあたっては、部会員の十分な議論の上で具体的な活動内
容を決定し、全国青年組織のネットワークを最大限に活用したいと思います。

Ａ１ 　社会貢献活動・人材確保等に重点を置き、刑務所出所者等就労支援事
業や外国人労働者雇用、メディアでの求人方法等について、専門家を交えた

研修会などを実施しています。また、今年度は新たな取り組みとして、テーマを幅広く設け
た九州ブロック合同研修会を開催し、相互研鑽・ヒューマンネットワークの構築に注力し、
ブロックの交流・連携の緊密化を図っています。

Ａ２ 　コンプライアンスの遵守と労働力確保の２点についてです。
　コンプライアンスについては、労働時間の問題を含めた適正な運行確保や、

運送事業にマッチングした労働時間規制の見直しも必要だと思います。
　労働力の確保については、必要な法改正などを行い、所定の教育を受ければ、外国
人労働者は即戦力になりえると考えます。教育の場からＧマーク・運転者職場環境良好
度認証等の取得事業者に就職紹介をするような制度があれば、認証のメリットにも繋がる
のではないかと考えます。

Ａ３ 　諸先輩方や仲間の想いや誇りを繋いでいくこと、そしてそれを形にすることで
す。我々が個々だけでなく業界一丸となった活動を行うことにより、トラック運送

業界の発展に繋がればと思います。我々青年組織の使命は、この業界の未来を創り出し、
未来の物流を支えることだと考えます。

Ａ４ 　日本の物流は、世界に誇れる、日本国民の生活になくてはならない存在であ
り、「誇り高き職業」としてハッキリと認識してもらうことに注力していきたいと思

っています。さらなる業界の社会的・経済的地位の向上のため、それに伴う業界のＰＲ活
動に取り組み、未来のトラックドライバーたちに素敵な業界を残していきたいと思っています。

Ａ１ 　関東ブロック（関東トラック協会青年部会）では、ブロック大会と研修見学
会という二大事業を軸に、相互研鑽を図るとともに、人的交流の場を設け、

次世代を担う経営者としての自覚・見識を養っております。関東は他ブロックと比較して、
面積は決して広くないものの、沿岸部、内陸部にはっきりと分かれ、それぞれの特徴を活
かした各社の事業、各青年組織の活動を展開しております。

Ａ２ 　「多様性を受容できる組織」、「経営者の考え」がますます重要になってきて
いると考えます。人手不足、働き方改革への対応が目下優先課題である中、

運賃・料金のアップ、時間管理の徹底、労務制度の整備が急務でありますが、最重要
経営課題は常に「安全（無事故）」、「コンプライアンス」であると考えます。

Ａ３ 　青年組織は現在、そして将来に対しても責任を負わなければならない「責任
世代」です。特に、「持続可能なトラック運送業界」を創造するには、何とい

っても人手の確保であり、そのためには業界の魅力を発信し続けていくことが重要です。
各地域での物流出前授業、トラックフェスティバル等、業界を外部に発信していく活動こそ、
青年組織が行うべきことと考えます。

Ａ４ 　社会課題の解決においては、自社や同業界・同業種のみでは困難であり、
オープンイノベーションに対して我 も々積極性をもたなければならないと考えま

す。異業種青年組織との交流の機会をさらに増やすと同時に、研修の方法も、講演スタ
イルよりもワークショップ方式で議論を重ね、「考える」ことから創造力を磨き、我々の業
界の社会的役割を再認識することを推し進めたいです。

Ａ１ 　地域独特の活動等はしていませんが、私自身がブロック代表になることで、
女性活躍の推進に少しは繋がっていると考えています。まだまだ男性社会のイ

メージが強い運送業界に女性を増やしイメージアップできたらと思います。

Ａ２ 　①少子高齢化による慢性的な人手不足の中で、運送業界に携わる人材の
確保が必要、②ホワイト経営、ホワイト物流を目指すための環境の整備が必要、

③法規制が厳しくなる中でも、法令を遵守し、かつ堅実な経営ができる体制の確立。
＜対策＞
〇適正運賃の収受と長時間労働の是正
〇ドライバーの地位向上のために業界全体で教育体制を確立し、給与水準を上げること
〇運行管理、労務管理がしっかりできる輸送体制の確立に向けて荷主企業への協力依頼

Ａ３ 　各県、ブロック、全国のそれぞれの組織での活動を、ＳＮＳ等を通じてもっと
外部に発信すべきだと思います。

　ＳＮＳ等で情報発信することで、運送業界のイメージアップに繋がって、若い人材を取り
込むことができ、それが運送業界の発展に繋がるのではないかと考えます。

Ａ４ 　２年間ブロック代表を務め、大変多くのことを経験し、学びました。最も印象
に残っていることは、２０１８年の西日本豪雨被害に遭われたお子さんたちを広

島東洋カープの試合に招待したことです。あの時の子どもたちの笑顔が忘れられません。
災害は起こって欲しくないものの、青年部会だからこそできる社会貢献は今後も続けてほし
いと思っています。
　私自身、今年度で青年部を卒業しますが、「若い経営者ならではの元気ある組織」で
あってほしいと思います。役員だけでなく、部会員全員が同じ目的意識をもって活動するこ
とが必要と考えます。

四国ブロック 九州ブロック

関東ブロック 北陸信越ブロック全
ト
協
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会
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副
部
会
長
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く
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の
質
問
」

西
にしおう

應　輝
てるひこ

彦　（香川県）

四国トラック青年協議会　会長
㈱カワブ産業　代表取締役社長

佐
さ と う

藤　政
まさのぶ

信　（大分県）

九州地区運輸青年部連絡協議会　会長
㈲福伸急送　取締役専務 

結
ゆ う き

城　賢
まさゆき

進　（東京都）
全日本トラック協会青年部会　部会長

関東トラック協会青年部会　会長
結城運輸倉庫㈱　代表取締役 

五
そ お と め

月女　奈
な お み

緒美　（新潟県）

北陸信越ブロック青年協議会　代表幹事
三福運輸㈱　代表取締役
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　全日本トラック協会青年部会（結城賢進部会長）は２月２１日㈮、
東京都新宿区の京王プラザホテルで「令和元年度青年部会全国
大会」を開催する。
　「～ 誇りを形に！！　物流の未来へ ～」をテーマに掲げる今大
会では、環境対策の観点からペーパーレス化に取り組むため、
大会資料をオンライン保存サービス上に掲載したデータで配信。
研修では、㈱MTGの大田嘉仁取締役会長（京セラ㈱元取締役

ご所属のブロック協会青年組織では、
どのような事業に注力なさっています
か（地域独自の活動など）。

トラック運送業界にとっての現在の課
題と、とるべき対策について、どのよ
うに考えますか。

Q２Q１

Ａ１ 　北海道では７つの地区（札幌、旭川、北見、釧根、室蘭、函館、十勝）
に分かれて活動をしています。ブロック共通事業としては、小学生向け安全教

室などの安全啓発活動や、経営者・運転者層それぞれに向けた各種講習会を開催し、
会員向けの事業としては、自己啓発、自己成長、課題解決に向けたディスカッションなど
を行い、各社の考え方やアイデアを吸収できる機会を創出しています。

Ａ２ 　青年組織という方向性で課題を考えた時には、「５年後・１０年後の未来を
描けていないこと」が問題だと思っています。今を乗り切ることに精いっぱいな

のは皆同じですが、それでもその先の一手を考える、働き方改革や労働力不足の先に何
が起こるかを思案しておく、そのための知識吸収や情報確保、理論武装など、必要なこと
を叩き込んでおくことが今青年経営者に必要な対策であると考えています。

Ａ３ 　青年組織では、研修や勉強会などの開催を通じ、業界で何が起こっている
のか、最新の情報に触れる機会を多くもつことができます。自らが全国とネット

ワークをもてなくても、青年組織は誰かが繋がっていて、横の繋がりを駆使することができ
ます。イベントなどで直接的に社会と繋がっているのは青年組織であり、そうした活動が自
己成長や企業の発展、ひいては業界の発展に繋がるはずです。

Ａ４ 　会員数の減少傾向は大きな課題です。後継者不足と密接にかかわる事項で
ありますので、会員の拡大を図るとともに、既存会員のネットワーク強化も必要

であると感じています。同じ業界の中で多くの課題を共有することで、より有益な情報共
有が可能な場である青年組織において、何かきっかけを与え続けられるような役割を果たし
たいです。

Ａ１ 　これからの時代に向けて柔軟に対応していくため、ブロック内はもちろん、他
ブロック青年組織や異業種青年組織（弁護士会、全国産業資源循環連合会、

倉庫業青年経営者協議会）との意見交換や交流会を積極的に行っているほか、労働力
不足についても、ブロック内の各県で意見交換をし、人材確保対策に注力しております。

Ａ２ 　現在のトラック運送事業は、新規就労が少ないため、中高年層の従業員が
業界・会社を支えている状態です。このような状態で現役世代が引退すれば、

深刻な労働力不足に陥ります。そのためには今後を担う若者を中心とした労働力確保対
策が必須です。
　また、労働基準法の改正による時間外労働の規制を遵守するためには、生産性向上
施策をはじめとする時間外労働削減対策が急務となるでしょう。

Ａ３ 　業界の課題や諸施策を積極的に取り上げ、全国へ広げていくことこそ、青
年組織のみにできうることだと考えます。例えば、現在国が推し進めている「ホ

ワイト物流推進運動」について、現在運送事業では賛同企業がまだまだ少ないですが、
青年組織のネットワークを通して参加を呼びかければ、業界での認知や参加数が飛躍的
に伸びると考えております。

Ａ４ 　我々青年部会が活力ある組織として発展していくためには、関係機関・行
政機関・他団体との意見交換を積極的に行い、また業界の課題については、

労働力不足問題を重点事項として取り上げていきたいと考えております。
　例えば、生産性向上に効果がある施策・ツールを積極的に導入し、その効果を青年部
会員で共有し、業界全体の労働生産性を向上できるような事業に取り組んでいきたいです。

Ａ１ 　近畿ブロック大会、配車担当者（管理者）研修会、他ブロック交流、トラ
ックフェスティバル、安全啓蒙活動、出前授業、家族懇親会、他業種青年

組織との交流、最後に各府県持ち回りで開催する役員会で、できるだけ各府県会長の
意見を聞き、自分のビジョンと青年部会員の総意が合うように努めています。

Ａ２ 　会社を社員のため、社会に貢献するための公器ととらえずに、単に利益の
有無や時間の長短、給料の高低という基準でのみ判断されることから脱却でき

ずにいることが課題であり、課題解決のためには、日頃の「当たり前」をどれだけコツコ
ツ積み重ねることができるかが重要です。労働時間や利益についても、会社全体の問題
として提言し続け、失敗を恐れず果敢にチャレンジし、１つの問題に対して常に３～５つは
対策を同時にとるようにしてます。

Ａ３ 　たとえ利益にならないことでも、意味のあることには果敢にチャレンジすること
が重要です。素晴らしい会社だと思ったら、訪問して愚直に真似て自社に取り

入れています。また、「自分が成長できる仲間づくり」も大切。全国の仲間とかかわって、
共通のテーマに対して悩み、意見交換をすることで、必ず関係は育まれます。机の上で
考えるのではなく、直感でも良いからどんどん動くことが自分の糧になるはずです。

Ａ４ 　社会貢献活動にさらに力を入れていきたいと思います。トラック輸送がなくな
ればライフラインが止まるのと同じくらいに、「全ト協青年部会がなかったら困る」

と世間が思うくらいの活動をしてみたいです。また、国が掲げる目標に対しても、率先して
一番手に成し遂げられる組織でありたいと考えています（今で言えばホワイト物流の宣言と
ホワイト経営の認証など）。

Ａ１ 　東北ブロックでは、６県による理事会を年４回程度開催しております。事業と
しては、毎年持ち回りで開催しているブロック大会の内容と方針を決めて、部

会員同士のヒューマンネットワーク構築を基本としながらも、東北としての物流を全国にどう
伝えることができるのかを協議しています。また最近は２０１８・２０１９年と「従業員の健康」
をテーマにしてブロック大会の座学に取り込んでみました。

Ａ２ 　「働き方改革」による労働時間の短縮と人材確保が課題となると思います。
労働時間の短縮は、荷主などの協力を得ることで可能だとは思いますが、その

短縮がドライバーの給与と売り上げに直接的に関与するものであり、それが人材確保への
壁にもなりえると思います。そのためには荷主との関係性も重要ですし、運賃アップ、また
業界（社風）のイメージアップも必要不可欠です。

Ａ３ 　先輩たちが築き上げてきた業界のイメージアップが絶対条件だと思います。
そのイメージをいまだによくしようとしていない同業者がいます。その考えは、私

たち青年組織が変革できるものだと信じています。現在の小中高生ならびにその保護者と
教師の方々には、私たちの業界を知ってもらう必要があると思います（相当先の話になる
と思いますが）。

Ａ４ 　まず、私たち業界の理解を子どもたち、保護者、教師などへ重点的に働き
かけ、イメージアップを図ること。次に、物流の現状と考え方には地方間で相

当な違いがあるため、それらの考え方を互いに共有し、同じ方向を向けるように掲げながら、
全国と共同で活動してもいいと思います。
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昭　（札幌地区）

北海道トラック協会青年部連絡協議会　会長
㈱杉本運輸　代表取締役 
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枝　（愛知県）

中部ブロック青年部協議会　代表幹事
桜運輸㈱　代表取締役
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範　（大阪府）

近畿トラック青年協議会　会長
日隆運輸㈱　取締役
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樹　（秋田県）

東北トラック協会連合会青年部会　会長
㈱秋田エスエス商運　代表取締役 
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お
り
︑
平
成
29
年
に
経
済
産

業
省
と
日
本
健
康
会
議
に
よ

っ
て
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人

認
定
制
度
﹂
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
は
︑
よ
り
多
く
の
法
人

が
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
︒
し
か
し
︑
同
社

で
は
そ
う
し
た
流
れ
が
生
ま

れ
る
前
の
︑
今
か
ら
７
︑
８

年
ほ
ど
前
か
ら
︑
従
業
員
の

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
と
い
う
︒

　

か
つ
て
は
︑
同
社
に
も
く

わ
え
タ
バ
コ
で
運
転
す
る
よ

う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な
か

ら
ず
存
在
し
た
︒
こ
う
し
た

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す

る
速
水
社
長
の
あ
る
思
い
が
︑

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
へ
の

第
一
歩
に
な
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
電
車
や
船
舶
な
ど
の
運

転
を
つ
か
さ
ど
る
職
員
は﹃
運

転
士
﹄
と
呼
ば
れ
ま
す
︒
彼

ら
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
資

格
を
取
得
し
︑
プ
ロ
と
し
て

一
般
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
︒
と
こ
ろ
が
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
は
︑

﹃
就
職
し
や
す
い
﹄﹃
運
転

免
許
証
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も

で
き
る
職
業
﹄
と
み
る
人
も

お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す

る
運
送
会
社
の
従
業
員
は
運

転
士
で
は
な
く
﹃
運
転
手
﹄

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
︒
私
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
社
会
的

地
位
を
向
上
さ
せ
︑
電
車
や

船
舶
な
ど
の
運
転
士
と
同
じ

よ
う
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
こ
と
を
運
転
の
プ
ロ

と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
︒

そ
の
た
め
に
は
︑
ま
ず
は
自

社
の
従
業
員
全
員
が
襟
を
正

し
︑
プ
ロ
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
振
る
舞
い
を
日
頃
か
ら
徹

底
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
︒
ま
ず
は
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
︑

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
く
わ
え

タ
バ
コ
で
乗
務
す
る
の
で
は

な
く
︑
集
中
し
て
運
転
し
て

も
ら
う
た
め
に
︑
運
転
中
の

喫
煙
を
や
め
さ
せ
ま
し
た
﹂

（
速
水
社
長
）

　

同
社
で
は
も
と
も
と
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
喫
煙
率
が
高
か

っ
た
︒
そ
の
た
め
︑
運
転
中

の
禁
煙
を
推
奨
し
始
め
た
際

に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は

﹃
ど
う
せ
タ
バ
コ
を
や
め
る

わ
け
が
な
い
だ
ろ
う
﹄
と
考

え
て
い
た
人
も
少
な
く
な
か

っ
た
︒
し
か
し
︑
近
年
喫
煙

や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被

害
へ
の
認
識
が
広
が
り
︑
各

所
で
禁
煙
・
分
煙
化
が
進
ん

で
き
た
こ
と
も
あ
り
︑
同
社

の
従
業
員
の
間
で
も
﹁
喫
煙

へ
の
意
識
﹂
が
次
第
に
変
化

す
る
と
と
も
に
︑﹁
非
喫
煙

者
に
対
す
る
配
慮
﹂
も
生
ま

れ
て
き
た
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑数
字
の
﹁
２
﹂

を
水
面
に
浮
か
ぶ
白
鳥
（
ｓス

ｗ
ワａ
ｎン

）
に
見
立
て
て
︑
毎

月
22
日
を
﹁
ス
ワ
ン
ス
ワ
ン

（
吸
わ
ん
吸
わ
ん
）
で
禁
煙

を
！
﹂
と
︑
従
業
員
に
禁
煙

を
呼
び
か
け
る﹁
禁
煙
の
日
﹂

に
設
定
︒
ま
た
︑
禁
煙
を
促

す
ポ
ス
タ
ー
も
事
務
所
内
に

掲
出
し
て
い
る
︒
こ
の
ポ
ス

タ
ー
で
は
︑
１
日
１
箱
（
４

０
０
円
）
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

た
人
が
タ
バ
コ
を
や
め
た
場

合
︑
１
か
月
（
30
日
間
）
で

１
万
２
千
円
︑
１
年
で
約
15

万
円
︑
10
年
で
約
１
５
０
万

円
も
節
約
で
き
る
と
ア
ピ
ー

ル
︒﹁
タ
バ
コ
を
や
め
る
こ
と

で
︑
健
康
に
な
る
の
は
も
ち

ろ
ん
︑
経
済
的
に
も
得
を
す

る
﹂
こ
と
を
訴
え
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
本
格
的
に

タ
バ
コ
を
や
め
よ
う
と
す
る

従
業
員
に
対
し
︑
３
か
月
間

禁
煙
外
来
受
診
費
用
の
半
額

（
上
限
１
万
円
）
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
︒

事
務
所
内
に
禁
煙
を
促
す
よ

う
な
ポ
ス
タ
ー
や
補
助
制
度

の
告
知
な
ど
の
掲
出
を
続
け

る
こ
と
で
︑
そ
れ
を
目
に
す

る
従
業
員
の
意
識
は
確
実
に

変
化
し
て
い
き
ま
す
﹂（
村

田
美
奈
子
総
務
部
取
締
役
部

長
）

の
多
く
が
保
健
指
導
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
︒

　

ま
た
同
社
で
は
︑
従
業
員

の
家
族
に
対
す
る
健
康
へ
の

意
識
づ
け
の
一
環
と
し
て
︑

毎
年
春
に
従
業
員
の
家
族
も

参
加
し
て
開
催
さ
れ
る
花
見

の
際
に
︑
協
会
け
ん
ぽ
の
保

健
師
に
来
て
も
ら
い
︑
家
族

に
対
し
て
健
康
づ
く
り
の
大

切
さ
を
話
し
て
も
ら
う
よ
う

計
画
を
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
従
業
員
の
健
康
づ
く
り

は
︑
ご
家
族
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
で

す
︒
一
家
の
生
活
を
支
え
る

大
黒
柱
で
あ
る
当
社
の
従
業

員
が
健
康
で
な
け
れ
ば
︑
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
︑
そ
の
結
果
家
計
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
︒
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
︑

ご
家
族
の
皆
様
に
健
康
管
理

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
だ

き
︑
食
生
活
の
改
善
や
運
動

の
習
慣
づ
け
な
ど
︑
自
宅
で

で
き
る
健
康
づ
く
り
を
継
続

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
速
水
社
長
）

　

な
お
︑
速
水
社
長
が
部
会

長
を
務
め
て
い
る
愛
知
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
尾
東
支
部
春
日

井
部
会
で
は
︑
毎
年
９
月
に

﹁
プ
ロ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通

安
全
総
決
起
大
会
﹂
を
開
催

し
て
い
る
が
︑
同
会
終
了
後

に
は
協
会
け
ん
ぽ
の
保
健
師

を
招
き
︑﹁
健
康
に
い
い
食

生
活
の
あ
り
方
﹂
な
ど
に
つ

い
て
の
講
習
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　

近
年
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
︒
長
時
間
労

働
が
常
態
化
す
る
と
︑
仕
事

の
疲
れ
が
徐
々
に
蓄
積
し
て

過
労
状
態
と
な
る
︒
過
労
は

肉
体
的
・
精
神
的
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
︑
こ
の

よ
う
な
状
態
が
続
く
と
﹁
過

労
死
﹂
に
至
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
︒
ま
た
︑
乗
務
中
に

病
気
を
発
症
し
て
し
ま
う
こ

と
で
︑
深
刻
な
事
故
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
︒

　

同
社
で
は
︑
輸
送
の
安
全

面
で
も
︑
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
健
康
面
で
も
︑
重
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

過
労
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
３
年
前
か
ら

﹁
完
全
週
休
２
日
制
﹂
を
導

入
︒
ま
た
︑
従
業
員
に
対
し

て
有
給
休
暇
の
取
得
を
積
極

的
に
促
す
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
﹁
平
成
31
年

就
労
条
件
総
合
調
査
﹂
に
よ

る
と
︑
30
年
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
率
は
52
・
４
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
︵
コ
ラ
ム
①

参
照
︶︒
政
府
で
は
︑
労
働

基
準
法
の
改
正
に
伴
い
︑
昨

年
４
月
か
ら
全
て
の
使
用
者

に
対
し
て
︑
年
次
有
給
休
暇

が
10
日
以
上
付
与
さ
れ
る
労

働
者
へ
の
﹁
年
５
日
の
年
次

有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
﹂

を
義
務
付
け
︑
有
給
休
暇
取

得
率
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
︒
一
方
で
同
社
で
は
︑
義

務
化
直
前
と
な
る
30
年
度
で

も
有
給
休
暇
取
得
率
が
81
％

と
高
く
︑
当
然
︑
義
務
化
さ

れ
た
31
年
度
に
は
年
５
日
の

有
給
休
暇
取
得
率
は
１
０
０

％
を
達
成
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
法
改
正
に
伴
っ

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

で
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限

規
制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒
同
規
制
で
適

用
さ
れ
る
﹁
上
限
年
９
６
０

時
間
﹂
は
︑
１
月
当
た
り
に

換
算
す
る
と﹁
上
限
80
時
間
﹂

と
な
る
︒し
か
し
︑同
社
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
労
防
止
の

観
点
か
ら
︑
今
年
４
月
１
日

か
ら
中
小
企
業
に
対
し
て
適

用
さ
れ
る
﹁
時
間
外
労
働
時

間
上
限
年
７
２
０
時
間
（
一

般
則
︑
１
月
当
た
り
上
限
60

時
間
）﹂
を
実
現
さ
せ
よ
う

　

さ
て
︑
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
︑

自
分
の
健
康
状
態
を
適
切
に

把
握
し
︑
不
調
を
感
じ
た
際

に
は
素
早
く
適
切
な
診
察
・

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
古
く
か
ら
︑
従

業
員
へ
の
健
康
診
断
１
０
０

％
受
診
を
徹
底
さ
せ
て
い
る

ほ
か
︑受
診
結
果
を
確
認
し
︑

﹁
要
治
療
﹂
の
判
定
を
受
け

た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は
︑

治
療
を
受
け
さ
せ
︑
そ
の
結

果
︑
医
師
か
ら
﹁
運
転
に
支

障
が
な
い
﹂
と
い
う
お
墨
付

き
を
も
ら
う
ま
で
は
乗
務
か

ら
外
す
と
い
う
措
置
を
取
っ

て
い
る
︒

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
に
よ
る
と
︑
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
の
結
果

で
︑血
圧
値
・
血
糖
値
が﹁
要

治
療
﹂
ま
た
は
﹁
要
精
密
検

査
﹂
と
判
定
さ
れ
た
人
の
約

半
数
は
︑
健
診
受
診
後
の
医

療
機
関
へ
の
受
診
が
確
認
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
︒

健
診
結
果
を
放
置
し
て
し
ま

う
こ
と
で
︑
高
血
圧
症
や
糖

尿
病
な
ど
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
が
重
症
化
し
て
し
ま
う

と
と
も
に
︑
合
併
症
が
発
症

す
る
危
険
性
も
高
く
な
る
︒

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
︑
協
会

け
ん
ぽ
で
は
早
期
の
受
診
を

促
す
案
内
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
７
年
ほ
ど
前
か

ら
︑
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
保

健
指
導
の
案
内
を
︑
給
与
明

細
と
と
も
に
封
筒
に
入
れ

て
︑
保
健
指
導
が
必
要
と
さ

れ
た
従
業
員
に
渡
す
よ
う
に

し
て
い
る
︒
給
与
明
細
に
保

健
指
導
案
内
を
同
封
し
た
こ

と
で
︑
従
業
員
の
家
族
が
案

内
を
目
に
す
る
機
会
も
増
え

る
︒
家
族
か
ら
保
健
指
導
を

受
け
る
よ
う
に
説
得
さ
れ
た

こ
と
で
︑
こ
れ
ま
で
健
診
結

果
を
放
置
し
て
い
た
従
業
員

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
︑

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職

場
づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒
今
回
は
︑
愛

知
県
春
日
井
市
の
株
式
会
社
速
水
運

輸
（
速
水
敬
志
代
表
取
締
役
）
に
お

け
る
取
り
組
み
で
す
︒

❖
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
「
運
転
中
の
喫
煙
」
禁
止

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
掲
出
に
よ
り
意
識
変
化
を
促
す

第
18
回  

株
式
会
社
速
水
運
輸
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

❖
家
族
の
協
力
な
く
し
て
健
康
は
実
現
で
き
な
い

家
族
に
対
す
る
健
康
へ
の
意
識
づ
け
に
も
注
力

❖
年
５
日
有
休
取
得
率
１
０
０
％
を
達
成

「
勤
務
時
間
の
見
え
る
化
」で
過
労
状
態
を
防
ぐ

速水　敬志
代表取締役

村田　美奈子
本社管理本部総務部取締役部長

コラム①　中小企業で取得が進まない年次有給休暇
　政府では、今年までに年次有給休暇の取得率を70％にする数値目標を立て、年
次有給休暇取得促進への取り組みを行ってきた。しかしながら、平成30年の年次有
給休暇の取得率は52.4％にとどまっており、政府目標である70%とは大きな乖離があ
る。
　図1では、企業規模別の年次有給休暇の取得状況を示している。従業員数1,000
人以上の大企業では取得率が順調に伸びる傾向がみられるが、従業員数99人以下
の中小企業では取得率が50％に満たず、中小企業での年次有給休暇取得促進が求
められる状況となっている。
　厚生労働省の調査によると、全体の過半数の労働者が年次有給休暇の取得にた
めらいを感じていることが分かった（図２）。また、ためらいを感じる理由（図３）としては、
「みんなに迷惑がかかると感じるから」が最も多いが、「職場の雰囲気で取得しづらい
から」「上司がいい顔をしないから」「昇格や査定に影響があるから」といった理由で
取得をためらう従業員も少なくない。
　年次有給休暇の取得は、労働者の健康と生活に役立つだけでなく、労働者の心
身の疲労の回復、生産性の向上など、会社にとっても大きなメリットが期待できる。中
小企業には、今後ますます「従業員が年次有給休暇を取得しやすい環境整備」が
求められることになるだろう。

図２　年次有給休暇の取得へのためらい

図１　企業規模別年次有給休暇取得率

図３　ためらいを感じる理由（複数回答）

※資料出所「平成 30年度働き方・休み方改革の取組及び仕事と生活の調和の実現に関する調査研究労働者アンケート」結果
（厚生労働省「年次有給休暇取得促進特設サイト」より）

（出典：厚生労働省「就労条件総合調査」）
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禁
煙
を
推
奨
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
事
務

所
内
に
掲
出
し
、従
業
員
の
意
識
変
化

を
促
し
て
い
る

「
プ
ロ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
安
全
総
決

起
大
会
」後
に
は
保
健
師
に
よ
る
講
習

を
実
施
し
た

建設機械などのほか、近年は半導体関連の製造機械の輸送も手がけている同社

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
管
理
の
徹
底
を
」

様
々
な
取
り
組
み
で
従
業
員
の
意
識
を
変
革　

実
効
性
あ
る
健
康
づ
く
り
へ

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問
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寄席に行ったらお客は全員マスク着用……演者までマスク着用……！

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜交通の教則編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（教則第5章・第7節 1 交差点を通行す
るときの注意）環状交差点に入ろうとすると
きや、環状交差点内を通行するときは、環状
交差点内を通行する車、環状交差点に入ろ
うとする車、歩行者などに気を配りながら、
環状交差点の状況に応じてできる限り安全
な速度と方法で進行しなければならない。
❷ ○（教則第5章・第7節 1 交差点を通行す
るときの注意）車が右左折するときは、内輪
差（曲がるときに後輪が前輪より内側を通る
ことによる、前後輪の軌跡の差）が生じる。
特に大型車は内輪差が大きく、左後方が見
えにくいので左側を通行している歩行者や
自転車などを巻き込まないよう注意する。

❸ ×（教則第4章・第5節 2 自動車に働く自
然の力）安全にカーブを回るためには、カー
ブに入る前の直線部分で早目にブレーキを
かけ、十分速度を落としておく必要がある。
❹ ○（教則第4章・第5節 1 視覚の特性）明
るさが急に変わると、視力は、一時急激に
低下する。トンネルに入る前やトンネルから
出るときは速度を落とす。
❺ ×（教則第7章・第2節 2 速度）雨の中
を高速で走行すると、スリップを起こしたり、
タイヤが浮いて、ハンドルやブレーキが効
かなくなる 「ハイドロプレーニング現象」が
発生することがある。

170「
郷
土
の
味
②
」 

ぶ
り
づ
け

4

4

の「
あ
つ
め
し
」

　

大
き
な
災
害
が
あ
ま
り
に

頻
繁
す
ぎ
る
︒
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
で
炊
き
出
し
の
様
子

を
見
る
た
び
に
胸
が
締
め
つ

け
ら
れ
る
の
だ
が
︑
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
の
と
き
は
︑

｢

あ
つ
め
し｣

を
ほ
お
ば
る

大
分
県
の
被
災
者
た
ち
の
笑

顔
に
ほ
っ
と
し
た
︒
こ
わ
ば
っ

た
体
と
心
を
ほ
ぐ
す
に
は
郷

土
の
味
が
い
ち
ば
ん
な
の
だ
︒

　

あ
つ
め
し
は
︑
農
林
水
産

省
の
﹃
農
山
漁
村
の
郷
土
料

理
百
選
﹄
で
︑
ご
ま
だ
し
う

ど
ん
︑
手
延
べ
だ
ん
ご
汁
と

と
も
に
大
分
県
の
代
表
メ
ニ

ュ
ー
に
選
ば
れ
た
伝
統
料
理
︒

正
式
に
は
﹁
ぶ
り
の
あ
つ
め

し
﹂
と
い
う
︒

　

本
場
は
︑
漁
業
が
盛
ん
な

県
南
の
佐
伯
市
︒
漁
師
が
ぶ

り
刺
し
の
残
り
を
醬
油
に
漬

る
し
︑
別
府
で
は
ブ
ラ
ン
ド

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
身
近
な
あ

じ
や
鯖
を
用
い
る
︒
そ
の
地

域
で
い
ち
ば
ん
お
馴
染
み
の

魚
で
つ
く
れ
ば
い
い
の
だ
︒

　

佐
伯
の
南
︑
国
道
３
８
８

号
つ
ま
り
日に

っ
ぽ
う豊
リ
ア
ス
ラ
イ

ン
沿
い
に
あ
る
良
港
・
蒲か

ま

江え

は
︑
魚
種
が
豊
富
な
う
え
︑

養
殖
ぶ
り
の
生
産
量
で
は
日

本
一
︒
元
気
者
ぞ
ろ
い
の
漁

れ
る
と
︑
九
州
ら
し
い
甘
口

の
醬
油
味
で
︑
し
な
し
な
軟

ら
か
い
の
に
弾
力
が
あ
り
︑

う
ま
味
が
濃
く
て
ご
飯
に
ぴ

っ
た
り
︒早
速
︑薬
味
の
ご
ま
︑

ね
ぎ
︑
海
苔
を
散
ら
し
︑
あ

つ
あ
つ
の
だ
し
汁
を
か
け
て
︑

ひ
た
す
ら
か
っ
こ
ん
だ
ら
︑

く
ら
り
と
す
る
ほ
ど
豊
か
な

海
の
味
が
広
が
っ
た
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

け
︑
ほ
か
ほ
か
の
ご
飯
に
の

せ
て
︑
お
茶
や
だ
し
汁
を
か

け
て
ぶ
っ
か
け
飯
に
し
た
の

が
始
ま
り
︒
す
な
わ
ち
︑
ぶ

り
の
づ
け

3

3

（
醤
油
漬
け
）丼
だ
︒

　

琉
球
の
漁
師
が
伝
え
た
と

い
う
説
か
ら
﹁
り
ゅ
う
き
ゅ

う
丼
﹂
と
も
い
い
︑
佐
賀
関

や
別
府
で
は
こ
の
異
名
で
呼

ぶ
︒
も
っ
と
も
︑
佐
賀
関
で

は
関
さ
ば
︑
関
あ
じ
を
用
い

師
の
な
か
で
も
村
松
一
也
さ

ん
は
働
き
者
で
︑﹁
あ
つ
め
し
﹂

は
仲
間
と
始
め
た
魚
介
加
工

品
産
直
会
社
の
人
気
商
品
だ
︒

　

村
松
さ
ん
の
自
宅
で
そ
の

﹁
あ
つ
め
し
﹂
を
ご
ち
そ
う

に
な
っ
た
ら
︑
丼
の
上
面
は

醬
油
︑
み
り
ん
︑
酒
の
た
れ

で
べ
っ
甲
色
に
染
ま
っ
た
づ
け

で
お
お
わ
れ
︑
下
の
ご
飯
が

見
え
な
い
く
ら
い
︒
口
へ
入

と
し
て
い
る
︒

　

長
時
間
労
働
の
削
減
を
進

め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
︑
同

社
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

﹁
勤
務
時
間
の
見
え
る
化
﹂

で
あ
る
︒
同
社
の
事
務
所
で

は
︑
写
真
㊧
の
よ
う
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
ご
と
の
当
月
の﹁
拘

束
時
間
の
合
計
﹂﹁
時
間
外

労
働
時
間
の
合
計
﹂
が
一
覧

表
で
示
さ
れ
て
い
る
︒ま
た
︑

全
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
平

均
拘
束
時
間
﹂
と
﹁
平
均
時

間
外
労
働
時
間
﹂
も
併
せ
て

示
さ
れ
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
た
ち
は
︑
自
分
の
こ
れ
ま

で
の
拘
束
時
間
・
時
間
外
労

働
時
間
と
︑
平
均
拘
束
時
間

・
平
均
時
間
外
労
働
時
間
を

比
較
し
な
が
ら
︑
定
め
ら
れ

て
い
る
上
限
時
間
を
超
え
な

い
よ
う
に
︑
仕
事
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
な
ど
の
工
夫
を
図

っ
て
い
く
︒
も
ち
ろ
ん
︑
一

覧
表
は
毎
日
デ
ー
タ
が
更
新

さ
れ
て
い
る
︒
拘
束
時
間
・

時
間
外
労
働
時
間
が
多
く
な

る
運
行
を
担
当
す
る
こ
と
の

多
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
計
画

的
に
有
給
休
暇
を
取
得
す
る

な
ど
し
て
︑
上
限
オ
ー
バ
ー

を
防
ぐ
︒
な
お
︑
上
限
を
超

え
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
余
裕

の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
乗
務

を
交
代
し
て
も
ら
う
な
ど
︑

必
要
以
上
に
拘
束
時
間
・
時

間
外
労
働
時
間
が
増
え
す
ぎ

な
い
よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が
︑
こ

れ
ま
で
の
拘
束
時
間
や
時
間

外
労
働
時
間
を
毎
日
把
握
す

る
こ
と
で
︑﹃
自
分
の
時
間
の

効
率
的
な
使
い
方
﹄
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

無
駄
な
時
間
を
省
き
︑
拘
束

時
間
・
時
間
外
労
働
時
間
を

抑
制
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
︑

長
時
間
労
働
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
︑
過
労
状

態
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
ま
た
︑
有
給
休
暇
取

得
推
進
や
残
業
時
間
削
減
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
オ
フ
タ
イ
ム
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
︑

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
繋
が
り
ま

す
︒
長
時
間
労
働
は
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
原
因
の
ひ

と
つ
と
も
な
る
こ
と
か
ら
︑

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
観

点
か
ら
も
︑
長
時
間
労
働
防

止
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
村
田
取

締
役
部
長
）

　

同
社
で
は
︑
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
き
た
様
々
な
健
康
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
を
形
に

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
︑
平

成
30
年
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
愛

知
支
部
﹁
健
康
宣
言
﹂
に
参

加
︒
31
年
２
月
に
は
︑﹁
健

康
経
営
優
良
法
人
２
０
１
９
﹂

に
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

最
後
に
︑
同
社
に
お
け
る

今
後
の
従
業
員
の
健
康
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
の
方
向
性

に
つ
い
て
︑
速
水
社
長
と
村

田
取
締
役
部
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁﹃
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
こ
と
を
プ
ロ
と
し
て
見
て

も
ら
い
た
い
﹄
と
い
う
私
の

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
で
す
が
︑
私
は

﹃
健
康
づ
く
り
は
決
し
て
押

し
付
け
で
は
な
い
﹄
と
考
え

て
い
ま
す
︒
強
制
的
に
物
事

を
進
め
よ
う
と
す
る
と
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
反
発
を
招
き
︑

結
果
に
繋
が
り
ま
せ
ん
︒
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な

情
報
や
機
会
の
提
供
を
通
じ

て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
健
康
へ

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
分

自
身
や
家
族
の
健
康
に
よ
り

気
を
配
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
︒﹃
我
が
国
の
物
流
を

支
え
る
プ
ロ
・
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
か
ら
こ
そ
︑
自
己
管
理
を

徹
底
し
て
︑
健
康
増
進
に
繋

げ
て
ほ
し
い
﹄
と
の
思
い
か

ら
︑
今
後
も
健
康
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
﹂（
速
水
社
長
）

　
﹁
当
社
で
は
今
年
か
ら
︑

厚
生
労
働
省
に
よ
る
﹃
労
災

保
険
二
次
健
康
診
断
等
給
付

︵
コ
ラ
ム
②
参
照
︶﹄
の
活
用

を
考
え
て
い
る
ほ
か
︑
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
も
強
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒
健
康
づ
く
り
は
︑
自
分

自
身
や
家
族
の
こ
と
を
よ
り

深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
︒﹃
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
︑
従
業
員
に
も
っ
と
健

康
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

え
る
か
﹄
と
考
え
︑
情
報
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が

ら
︑
中
長
期
的
に
い
ろ
い
ろ

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂（
村

田
取
締
役
部
長
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
速
水
運
輸

　

速
水
敬
志
代
表
取
締
役
、

村
田
美
奈
子
本
社
管
理
本
部

総
務
部
取
締
役
部
長

　

こ
の
研
修
会
は
︑
物
流
経

営
士
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
︑
物
流
経
営
士
同
士

の
受
講
期
を
超
え
た
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
︒
愛
知
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
物
流

経
営
士
の
資
格
認
定
を
受
け

た
︑
第
1
期
か
ら
第
26
期
ま

で
の
修
了
生
54
人
が
参
加
し

た
︒

　

研
修
会
で
は
︑
ま
ず
藤
原

利
雄
全
ト
協
常
務
理
事
が
あ

い
さ
つ
し
︑
そ
の
後
講
演
と

事
例
発
表
を
実
施
︒

　

大
島
氏
に
よ
る
講
演
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
や
生
産
性
向
上
に
資
す
る

た
め
の
行
政
等
に
よ
る
様
々

な
取
り
組
み
を
紹
介
︒
そ
し

て
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
や
作
業
員

の
長
時
間
労
働
や
手
荷
役
に

頼
る
物
流
か
ら
︑
人
に
優
し

い
物
流
に
変
え
て
い
く
た
め

の
働
き
方
改
革
の
実
現
を
目

指
す
た
め
に
︑﹃
輸
送
力
（
ド

ラ
イ
バ
ー
）
確
保
に
向
け
た

労
働
環
境
・
条
件
の
改
善
﹄

﹃
限
ら
れ
た
輸
送
力
で
対
応

す
る
た
め
の
物
流
効
率
化
﹄

︱
︱
を
着
実
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
﹂
と
言
及
し
た
︒

　

ま
た
︑
石
川
氏
に
よ
る
事

例
発
表
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
採
用

に
つ
い
て
紹
介
︒
同
社
で
は
︑

平
成
18
年
1
月
か
ら
外
国
人

採
用
を
開
始
︒
現
在
で
は
︑

社
員
１
９
６
人
（
派
遣
社
員

を
含
む
）
の
う
ち
︑
約
33
％

に
あ
た
る
65
人
が
外
国
人

（
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
最

多
）
と
な
っ
て
い
る
︒
文
化

の
異
な
る
人
材
を
雇
用
す
る

こ
と
に
は
苦
労
も
多
く
︑
度

重
な
る
ト
ラ
ブ
ル
も
経
験
し

て
き
た
が
︑
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
自
社
の﹁
大
き
な
強
み
﹂

と
し
て
外
国
人
社
員
に
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
︒﹁
国
籍
に

関
係
な
く
︑
よ
い
人
材
で
あ

れ
ば
採
用
す
る
よ
う
な
会
社

に
し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
﹂

と
述
べ
た
︒

　

研
修
会
終
了
後
に
は
交
流

会
が
行
わ
れ
︑
寺
岡
洋
一
愛

知
県
ト
協
会
長
が
﹁
物
流
大

学
校
講
座
で
培
っ
て
き
た
人

脈
を
︑
大
き
く
強
く
育
て
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
あ

い
さ
つ
︒
参
加
者
た
ち
は
積

極
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
た
︒

株式会社速水運輸
会社所在地� 愛知県春日井市美濃町 3-63
資本金� 1,400 万円
設　立� 平成元年 1月26日
従業員数� 37 人（うちドライバー34 人）
車両数� 36 台

コラム②　「労災保険二次健康診断等給付」とは？
　労災保険二次健康診断等給付は、職場の定期健康診断等（一次健
康診断）で異常の所見が認められた場合に、脳血管・心臓の状態を
把握するための「二次健康診断」および脳・心臓疾患の発症の予防
を図るための「特定保健指導」を1年度内に1回、無料で受診できる制
度である。
　給付の要件は次の通り。

①�一次健康診断で、血圧検査・血中脂質検査・血糖検査・腹囲
の検査またはBMI（肥満度）の測定――の全ての項目について
「異常の所見」があると診断された時
　なお、一次健康診断の担当医師により、これらの検査項目におい
て「異常なし」と診断された場合であっても、労働安全衛生法に基
づき事業場に選任されている産業医等が、就業環境等を総合的に
勘案し、異常の所見を認めた場合には、産業医等の意見を優先する。

②脳・心臓疾患の症状を有していないこと
③労災保険の特別加入者でないこと

※�なお、同給付の詳細や請求手続き、また同給付が受けられる医療機関名簿は、
厚生労働省ホームページを参照のこと。

大島　弘明氏
㈱日通総合研究所取締役

石川　達也氏
㈱チャーターズカンパニー

寺岡　洋一氏
愛知県ト協会長

ドライバーごとの当月の拘束時間、時間外労
働時間を記した一覧表を作成。長時間労働
の削減に繋げている

交流会では参加者同士が積極的に情報交換を
行った

多くの参加者が講演・事例発表に熱心に耳を傾
けた

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
愛
知
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
は
２
月
７
日
︑
愛
知
県
名

古
屋
市
の
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
︑
愛
知
県
ト
協
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
物
流
大
学
校
講
座

修
了
生
を
対
象
と
し
た
﹁
令
和
元
年
度

物
流
経
営
士
研
修
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
の
研
修
会
で
は
︑
㈱
日
通
総
合

研
究
所
取
締
役
の
大
島
弘
明
氏
に
よ
る

講
演
（
テ
ー
マ
：
物
流
現
場
に
お
け
る

生
産
性
向
上
と
働
き
方
改
革
実
現
に
向

け
て
）
が
行
わ
れ
︑
そ
の
後
︑
物
流
経

営
士
に
よ
る
事
例
発
表
と
し
て
︑
㈱
チ

ャ
ー
タ
ー
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
石
川
達
也
氏

（
第
25
期
）
が
発
表
を
行
っ
た
︒

「
生
産
性
向
上
・
働
き
方
改
革
実
現
」

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

全
ト
協
・
愛
知
県
ト
協
　「
物
流
経
営
士
研
修
会
」
を
開
催
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▼
別
離
を

切
に
願
う

者
︑
恋
愛

の
成
就
を

願
う
者
︑
相
反
す
る
こ
と
が
ら
の

成
就
を
求
め
て
︑
全
国
か
ら
こ
の

神
社
に
参
拝
客
が
絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
境
内
の
﹁
縁
切
り

絵
馬
﹂
を
見
る
と
︑
相
手
へ
の
罵

詈
雑
言
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
︒
か
た

や
﹁
縁
結
び
絵
馬
﹂
を
見
る
と
︑

心
臓
が
張
り
裂
け
そ
う
な
く
ら
い

に
切
な
い
愛
の
告
白
︒
双
方
あ
ま

り
に
も
落
差
の
あ
る
内
容
に
面
食

ら
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
境
内
の
行

列
の
先
に
あ
る
の
は
︑﹁
縁
切
り

縁
結
び
碑（
い
し
）﹂で
す
︒
碑
は
︑

白
い
﹁
形
代
（
か
た
し
ろ
）﹂
と

い
わ
れ
る
身
代
わ
り
の
お
札
が
貼

ら
れ
︑
碑
が
見
え
な
く
な
る
ほ
ど

に
覆
わ
れ
た
巨
石
で
す
︒
そ
の
中

央
に
あ
る
円
形
の
穴
を
潜
り
抜
け

て
悪
縁
を
断
ち
切
り
︑
再
び
潜
り

戻
れ
ば
良
縁
に
巡
り
会
う
と
の
言

い
伝
え
が
あ
り
︑
そ
れ
に
あ
や
か

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
︒
こ
と
に
女

性
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
︑
年
齢
を
問
わ
ず
皆
一
様
に
神

妙
な
面
持
ち
で
並
ん
で
い
ま
し

た
︒﹁
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
﹂

と
︑
合
縁
奇
縁
の
出
逢
い
を
軽
妙

に
表
現
し
た
言
葉
も
あ
り
ま
す

が
︑
現
実
の
縁
は
な
か
な
か
断
ち

切
れ
な
い
よ
う
で
す
︒
▼
ア
ル
バ

ム
を
開
く
と
︑
今
は
も
う
消
息
す

ら
知
れ
ぬ
人
達
が
私
の
傍
ら
に
寄

り
添
い
︑
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

す
︒
縁
が
あ
っ
て
人
生
の
一
時
期

に
同
じ
空
間
に
い
た
友
人
︑
知
人

は
今
い
ず
こ
に
い
る
の
か
︑
そ
れ

は
謎
の
ま
ま
で
終
わ
る
の
で
し
ょ

う
︒
▼
国
の
推
計
に
よ
る
と
︑
２

０
２
５
（
令
和
７
）
年
に
は
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
﹁
認
知

症
﹂
に
な
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
︒
生
を
受
け
て
か
ら
今
ま
で

の
喜
怒
哀
楽
の
全
て
の
記
憶
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
︑
悲
し
い

こ
と
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
︒
長
い

人
生
︑
そ
の
間
で
付
き
合
い
は
増

え
て
も
︑﹁
友
﹂
と
呼
べ
る
間
柄

に
な
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
り

ま
す
が
︑
確
か
に
艱
難
辛
苦
を
と

も
に
乗
り
越
え
生
き
て
き
た
関
係

に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
冒
頭

に
触
れ
た
京
都
市
内
に
あ
る
﹁
安

井
金
比
羅
宮
﹂
は
︑
住
宅
街
に
囲

ま
れ
な
が
ら
も
静
寂
に
包
ま
れ
︑

風
情
あ
る
佇
ま
い
で
す
︒
一
話
完

結
で
人
気
の
叙
情
的
な
漫
画
﹃
黄

昏
流
星
群
﹄
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
︑

主
人
公
が
こ
の
神
社
で
再
出
発
を

誓
い
︑
最
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出

逢
う
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
︒
こ

の
出
逢
い
が
成
せ
た
の
は
︑
京
都

な
ら
で
は
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︒

▼
出
逢
い
を
忘
れ
ず
︑﹁
水
魚
の

交
わ
り
﹂
の
よ
う
に
お
互
い
を
尊

重
し
て
︑
い
つ
ま
で
も
必
要
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
間
柄
で
あ
り
た
い
も

の
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

178

岡
山
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
︒

　

岡
山
県
は
︑
中
国
地
方
東

部
に
位
置
し
︑
総
面
積
は
約

７
１
１
４
平
方
㌔
㍍
で
す
︒

県
南
部
は
︑
多
島
美
に
恵
ま

れ
た
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
に

臨
み
︑
中
北
部
に
広
が
る
吉

備
高
原
︑
そ
し
て
中
国
山
地

の
山
懐
に
抱
か
れ
た
盆
地

と
︑
自
然
の
変
化
に
富
ん
だ

風
光
明
媚
な
地
と
い
え
ま
す
︒

　

ま
た
︑
県
内
を
縦
横
に
延

び
る
高
速
道
路
網
に
︑
山
陽

新
幹
線
を
は
じ
め
東
西
南
北

に
走
る
鉄
道
︑
そ
し
て
国
内

外
へ
航
路
を
持
つ
岡
山
桃
太

郎
空
港
な
ど
︑
充
実
し
た
交

通
イ
ン
フ
ラ
に
よ
り
︑
中
・

四
国
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
秘
め
て
い
ま
す
︒

　

岡
山
県
の
産
業
は
︑
生
産

額
ベ
ー
ス
で
製
造
業
な
ど
第

２
次
産
業
の
割
合
が
全
国
に

比
べ
て
高
く
︑
水
島
臨
海
工

業
地
帯
に
は
︑石
油
︑化
学
︑

鉄
鋼
︑
自
動
車
な
ど
幅
広
い

分
野
の
大
企
業
が
集
積
し
︑

県
内
製
造
品
出
荷
額
の
約
５

割
を
占
め
て
い
ま
す
︒
非
製

造
業
で
は
卸
・
小
売
の
ウ
ェ

イ
ト
が
高
く
︑
近
年
は
︑
医

療
・
福
祉
分
野
の
拡
大
な
ど

が
目
立
ち
ま
す
︒

　

一
方
︑
温
暖
な
気
候
を
活

か
し
て
質
の
高
い
農
業
が
営

ま
れ
て
お
り
︑
白
桃
︑
マ
ス

カ
ッ
ト
︑
ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の

生
産
が
盛
ん
で
︑特
に
品
質
︑

生
産
量
と
も
全
国
に
誇
れ
る

﹁
く
だ
も
の
王
国
﹂
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
県
民
性
は
︑
通
称

﹁
晴
れ
の
国
﹂
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
に
穏
や
か
な
気
候
の
影

響
か
ら
基
本
的
に
明
る
く
︑

男
性
は
積
極
・
理
論
的
で
合

理
的
で
す
が
協
調
性
が
な
い

（
笑
）
と
い
わ
れ
︑
女
性
は

真
面
目
で
一
生
懸
命
な
性
格

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
去
年

は
︑
岡
山
出
身
の
ゴ
ル
フ
選

手
︑
渋
野
日
向
子
さ
ん
が
大

活
躍
し
て
く
れ
た
お
陰
で
︑

全
国
ど
こ
に
出
か
け
て
も
︑

話
題
に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
︒

岡
山
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
巡
る
動
向
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　

県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
特
徴
と
し
て
は
︑
産
業

構
造
を
反
映
し
︑
県
南
部
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
を
中
心
に

重
量
物
を
︑
県
北
部
で
は
石

灰
や
木
材
な
ど
を
︑
そ
れ
ぞ

れ
専
門
的
に
扱
う
事
業
者
が

多
い
で
す
︒

　

ま
た
︑
近
年
交
通
の
利
便

性
向
上
や
地
震
︑
台
風
な
ど

自
然
災
害
の
少
な
さ
を
背
景

に
︑
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
の

デ
ポ
︑
物
流
セ
ン
タ
ー
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
立
地

が
進
ん
で
い
ま
す
︒
そ
れ
に

伴
う
運
輸
業
界
の
動
き
も
活

発
で
︑
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
員
は
︑
昨
年
12
月
末
現

在
︑
会
員
数
で
７
社
︑
車
両

数
で
４
１
５
両
増
加
の
１
２
７

４
社
︑
２
万
５
６
８
６
両
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

　

一
方
︑
景
気
動
向
に
伴
う

業
界
の
情
況
に
つ
い
て
は
︑

鉄
鋼
業
︑
機
械
製
造
業
と
直

結
し
た
事
業
者
が
多
く
︑
景

気
動
向
︑
と
り
わ
け
海
外
の

貿
易
摩
擦
等
の
状
況
に
敏
感

に
影
響
さ
れ
る
事
業
者
が
あ

り
︑
最
近
は
荷
動
き
が
低
調

と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
︒

安
全
・
環
境
等
に
対
し

て
︑
岡
山
県
ト
協
と
し
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
か
︒

　

交
通
安
全
に
対
す
る
取
り

組
み
は
︑
業
界
と
し
て
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
︑
国
や
県
警
察
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
取
り
組

み
に
呼
応
し
て
︑
事
故
防
止

研
修
会
︑
街
頭
安
全
指
導
︑

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
︑
年

間
を
通
じ
て
交
通
事
故
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
︒特
に
︑﹁
事

故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
﹂
や
﹁
ト

レ
ー
ラ
事
故
防
止
・
特
車
通

行
制
度
研
修
会
﹂
を
開
催
す

る
と
と
も
に
︑
当
協
会
の
自

動
車
運
転
練
習
場
を
活
用
し

た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
た
め
の
安
全
運
転
研
修

（
再
教
育
）﹂
な
ど
︑
よ
り

質
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　

一
方
︑環
境
に
対
し
て
は
︑

最
新
規
制
適
合
車
︑
エ
コ
タ

イ
ヤ
・
再
生
タ
イ
ヤ
︑
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
機

器
等
の
導
入
︑
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
制
度
の
取
得
に
対
す

る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
の
﹁
省
エ
ネ
運

転
講
習
会
﹂
を
開
催
し
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
づ

く
り
植
樹
事
業
﹂
と
︑
森
づ

く
り
の
た
め
の
募
金
活
動
を

継
続
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
う
し
た
︑
安
全
・
環
境

に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
︑
毎
月
の
利
用
状

況
を
﹁
お
か
や
ま
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
情
報
﹂
へ
掲
載
す
る
ほ

か
︑
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は

予
算
枠
の
融
通
な
ど
行
い
︑

よ
り
効
率
的
な
運
用
を
行
っ

て
い
ま
す
︒

﹁
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
﹂
や
﹁
働
き
方
改

革
﹂
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
い
か
が
で
す
か
︒

　

こ
の
度
の
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
改
正
な
ど
一
連

の
改
革
は
画
期
的
で
︑
ま
ず

は
関
係
者
の
ご
尽
力
に
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

県
内
会
員
事
業
者
も
こ
れ
を

経
営
改
善
の
好
機
と
と
ら

え
︑
徐
々
に
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
が
︑
経
営
環
境

の
厳
し
さ
と
︑
こ
れ
ま
で
の

商
慣
習
や
荷
主
の
理
解
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
い

う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
︒

　

岡
山
県
ト
協
と
し
て
は
︑

会
員
事
業
者
を
し
っ
か
り
支

援
・
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

具
体
的
に
は
︑
法
改
正
や

行
政
の
動
向
を
︑
会
員
事
業

者
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
周
知
す

る
た
め
︑
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
ほ
か
各
種
会
議

の
機
会
を
と
ら
え
︑
き
め
細

か
い
情
報
発
信
に
努
め
て
い

ま
す
︒

　

荷
主
対
策
に
つ
い
て
は
︑

会
員
事
業
者
が
取
り
組
み
や

す
い
よ
う
に
︑
新
聞
広
告
を

掲
出
し
た
ほ
か
︑
行
政
と
連

携
し
て
荷
主
訪
問
を
行
っ
た

り
︑
荷
主
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
ほ
か
︑
岡
山
県
ト
協

独
自
の
取
り
組
み
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
︒

　

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
同
様
に
︑
岡
山
県
と
災

害
時
の
協
定
を
結
び
︑
緊
急

支
援
物
資
輸
送
や
県
物
流
拠

点
へ
の
物
流
専
門
家
の
派
遣

等
を
行
う
体
制
を
整
え
る
と

と
も
に
︑
県
が
主
催
す
る
防

災
会
議
や
支
援
物
資
物
流
シ

ス
テ
ム
検
討
委
員
会
に
私
自

身
も
出
席
し
て
︑
業
界
の
実

情
を
伝
え
な
が
ら
協
力
体
制

の
構
築
を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

　

当
県
は
︑
平
成
30
年
７
月

の
豪
雨
災
害
を
経
験
し
︑
よ

り
実
践
的
な
防
災
対
策
や
災

害
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
︒
こ
れ

ま
で
岡
山
は
︑
災
害
が
少
な

い
こ
と
も
あ
り
︑
他
県
へ
向
け

て
の
緊
急
支
援
物
資
輸
送
等

は
経
験
し
て
き
た
も
の
の
︑

支
援
の
受
け
入
れ
側
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
︒
県
や
市
町
村
の

求
め
に
応
じ
て
︑
輸
送
手
段

を
確
保
し
た
り
︑
物
流
専
門

家
を
派
遣
し
た
り
し
ま
し
た

が
︑
思
い
ど
お
り
に
活
動
で

き
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
︒

　

そ
の
中
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
し
て
自
前
で
緊
急
時
に

支
援
物
資
の
物
流
拠
点
と
な

る
施
設
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
︒
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
を
前
提
と
し
た
倉

庫
で
︑
災
害
時
に
は
最
優
先

で
物
流
拠
点
と
し
て
使
用
で

き
る
も
の
で
す
︒
現
在
︑
支

部
事
務
所
が
入
る
各
地
域
輸

送
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
老

朽
化
し
て
お
り
︑
そ
の
再
整

備
の
検
討
と
併
せ
︑﹁
災
害
時

に
岡
山
県
ト
協
と
し
て
ど
の

よ
う
に
活
動
す
る
の
か
﹂
を

平
時
の
う
ち
に
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
運
送
事
業
に
特
化

し
た
﹁
運
輸
業
会
社
説
明
・

面
接
会
﹂
を
平
成
29
年
度
か

ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
︒
今

年
度
は
68
人
の
求
職
者
が
面

接
会
に
参
加
し
︑
７
人
の
就

職
が
決
ま
り
ま
し
た
︒
参
加

者
の
層
も
若
い
女
性
か
ら
中

高
年
ま
で
と
幅
広
く
︑
平
均

年
齢
も
下
が
っ
て
お
り
︑
中

小
の
会
社
で
は
な
か
な
か
多

数
の
応
募
者
と
の
接
点
を
持

つ
機
会
が
な
い
中
︑
開
催
効

果
も
上
が
っ
て
い
ま
す
︒
さ

ら
に
︑
高
等
学
校
を
訪
問
し

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

就
職
先
と
し
て
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
に
も
︑
人
材
確

保
活
動
助
成
で
は
︑
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
加
え
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
や
Ｐ
Ｒ

動
画
作
成
な
ど
︑
若
手
求
職

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
施

策
へ
の
助
成
や
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
採
用
し
た
若
年
者

へ
の
準
中
型
免
許
取
得
に
要

し
た
費
用
に
対
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
︒

岡
山
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
︑
日
ご
ろ
か
ら
お

考
え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ

シ
ー
や
今
後
の
抱
負
な
ど

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

　
﹁
物
流
﹂
は
景
気
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
︑

絶
対
に
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
︑﹁
日
本
経
済
﹂﹁
国
民
生

活
﹂
を
支
え
る
重
要
な
仕
事

で
す
︒
私
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
身
を
置
い
て
か
ら

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
そ
の
誇
り

を
胸
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
︒ま
た
︑私
自
身
︑

阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
日
を

は
じ
め
︑
神
戸
ま
で
の
緊
急

支
援
物
資
輸
送
の
任
を
６
回

経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒
昨
年
の
台
風
被
害
で
は
︑

同
様
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

が
被
災
地
へ
の
緊
急
輸
送
に

あ
た
り
︑
改
め
て
運
送
事
業

の
持
つ
役
割
と
公
共
性
の
高

さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
︒

　

物
流
を
支
え
る
の
は
現
場

で
働
く
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
︑

こ
の
業
界
で
働
く
全
て
の
従

業
員
が
気
持
ち
よ
く
働
く
こ

と
が
で
き
︑
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
仕
事
に
送
り
出
せ
る

業
界
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
気
持

ち
を
共
有
し
︑
さ
ら
に
は
︑

一
般
社
会
に
も
理
解
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
︒
そ
の
た

め
に
は
︑
ま
ず
安
全
で
交
通

・
労
災
事
故
の
な
い
業
界
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

最
後
に
︑
行
政
機
関
や
全

ト
協
な
ど
へ
の
要
望
︑
ま

た
は
会
員
事
業
者
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
ご
ざ
い
ま

す
か
︒

　

働
き
方
改
革
を
推
進
し
て

い
く
上
で
︑
労
働
時
間
短
縮

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
引
き

上
げ
の
た
め
に
は
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
が
不
可
欠
で
あ

り
︑
荷
主
に
対
し
運
賃
・
料

金
の
引
き
上
げ
交
渉
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

さ
ら
に
は
︑
年
度
内
を
め
ど

に
﹁
標
準
的
運
賃
の
告
示
制

度
﹂
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
︒

　

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
改
正
時
は
︑
岡
山
県
ト
協

が
国
土
交
通
省
と
連
名
で
一

般
新
聞
へ
同
改
正
周
知
の
た

め
意
見
広
告
を
掲
出
し
ま
し

た
︒
そ
の
際
に
は
荷
主
企
業

の
ト
ッ
プ
も
見
て
い
た
よ
う

で
︑
そ
の
後
の
交
渉
が
ス
ム

ー
ズ
だ
っ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
︒
標
準
的
運
賃
の
告
示
制

度
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に

周
知
が
必
要
で
す
︒
た
だ
︑

周
知
す
る
だ
け
で
な
く
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
︑
環
境

・
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
︑

働
き
方
改
革
に
真
摯
に
取
り

組
む
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

か
な
い
と
︑
交
渉
も
難
し
い

と
感
じ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
荷
主
企
業
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
︑
様

々
な
対
策
を
行
う
ス
ピ
ー
ド

感
も
重
要
な
要
素
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
︒
岡
山
県

ト
協
と
し
て
︑
何
事
も
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
︑
各
事
業

者
が
自
主
的
に
取
り
組
み
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
︑
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
・
支
援
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

警
察
庁
︑
経
済
産
業

省
︑
国
土
交
通
省
お
よ

び
環
境
省
で
構
成
す
る

﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及

連
絡
会
﹂は
１
月
27
日
︑

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及

・
推
進
に
お
い
て
統
一

的
に
用
い
ら
れ
る
﹁
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す

め
﹂
を
改
訂
し
︑
公
表

し
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑

平
成
15
年
に
策
定
さ
れ

て
か
ら
︑
18
年
︑
24
年

と
一
部
見
直
し
を
経
て

広
報
啓
発
活
動
に
使
用

さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
︒

　

新
た
な
﹁
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
10
の
す
す
め
﹂
は

別
掲
の
通
り
で
︑
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組

む
︑
も
し
く
は
継
続
的

に
実
施
す
る
き
っ
か
け

と
し
て
︑﹁
燃
費
を
把

握
す
る
﹂
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ

れ
ま
で
第
10
項
目
に
あ

っ
た
﹁
自
分
の
燃
費
を

把
握
し
よ
う
﹂
を
︑
第

１
項
目
に
移
す
な
ど
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
︒

　

な
お
︑
同
連
絡
会
で

は
︑
今
後
も
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
普
及
・
推
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
︒

 「エコドライブ 10 のすすめ」
①自分の燃費を把握しよう

②ふんわりアクセル「eスタート」

③�車間距離にゆとりをもって、加速・減速の

少ない運転

④減速時は早めにアクセルを離そう

⑤エアコンの使用は適切に

⑥ムダなアイドリングはやめよう

⑦�渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

⑧�タイヤの空気圧から始める点検・整備

⑨不要な荷物はおろそう

⑩走行の妨げとなる駐車はやめよう

☆ピックアップ☆

「エコドライブ 10 のすすめ」を改訂
エコドライブ普及連絡会

岡山県トラック協会一般社団法人

「働き方改革」推進施策を中心に
会員の自主的な取組バックアップ

遠
え ん ど う

藤　俊
と し お

夫 会長

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

シ
リ
ー
ズ

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、 

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
遠
藤
俊
夫
会
長
で
す
。

遠藤　俊夫 会長の横顔
えんどう としお

岡山県貨物運送株式会社　代表取締役社長

73歳
（昭和21年8月4日生まれ）

ご家族は？　妻と愛犬です。子どもた
ちは独立しています。
ご趣味は？　ゴルフと犬の散歩です。
散歩のついでに毎日結構歩いていま
す。
座右の銘は？　「和而不同」（和して同
せず）です。「和」は違う考えを持った
人が心から打ち解けるという意味で、

「同」はうわべだけの友の意。人と仲良
くしても、いたずらに誰とでも同調する
ようなことはしないということです。
最近読んだ本は？　新幹線などでの
移動時間しか読む時間はありません
が、丹羽宇一郎さんの「社長って何
だ！」、加来耕三氏の「歴史の失敗学」
など面白く読みました。

︱
︱
人
材
確
保
・
育
成
対
策
に
つ
い

て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成
と

運
転
免
許
取
得
・
技
術
向
上
を
図
る

た
め
に
︑
岡
山
県
ト
協
独
自
で
自
動

車
運
転
練
習
場
を
保
有
し
て
い
ま

す
︒
昭
和
58
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
︑

免
許
取
得
に
向
け
た
指
導
講
習
や
省

エ
ネ
運
転
講
習
な
ど
を
行
っ
て
お
り
︑

会
員
事
業
所
所
属
の
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
育
成
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

平
成
19
年
の
道
路
交
通
法
改
正
に

対
応
し
た
大
型
車
を
導
入
す
る
と
と

も
に
︑
そ
れ
に
対
応
し
た
コ
ー
ス
に

改
修
・
整
備
し
︑
職
員
も
２
人
常
駐

し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
免
許
取
得
時

の
運
転
練
習
場
利
用
料
金
の
一
定
額

を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
︒

助
成
は
︑利
用
料
（
コ
ー
ス
利
用
料
︑

車
両
利
用
料
︑
添
乗
指
導
料
︑
通
い

コ
ー
ス
料
な
ど
）
の
２
分
の
１
を
限
度

に
還
付
す
る
も
の
で
す
︒
助
成
限
度

額
は
大
型
の
場
合
15
万
円
︑
中
型
・

け
ん
引
の
場
合
10
万
円
で
︑
１
会
員

事
業
所
当
た
り
３
人
を
上
限
と
し
て

い
ま
す
︒
維
持
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま

す
が
︑
会
員
の
安
全
技
術
向
上
の
目

的
が
達
成
で
き
れ
ば
効
果
は
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
年
度
か
ら
︑
岡
山
駅

・
東
西
連
絡
通
路
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
活
用
し
︑
業
界
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
人
材
確
保
を
目
的
と
し
た

広
告
を
掲
出
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ま

で
は
︑
制
作
会
社
が
制
作
し
た
素
材

を
使
っ
て
き
ま
し
た
が
︑
少
し
で
も

若
年
者
の
採
用
に
も
繋
が
る
よ
う
︑

若
い
感
性
で
訴
え
る
こ
と
を
考
え
︑

高
等
学
校
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
生
徒

さ
ん
を
対
象
に
作
品
を
募
り
ま
し
た
︒

こ
の
結
果
︑
合
計
41
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
︑
先
日
︑
県
立
大
学
デ
ザ
イ

ン
学
部
学
部
長
を
座
長
に
︑
正
副
会

長
で
構
成
し
た
審
査
員
会
に
て
厳
正

な
審
査
を
行
い
︑
栄
え
あ
る
第
１
回

の
入
賞
作
品
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
︒
２
月
か
ら
優
秀
作
品
３
作
品
が

３
連
作
の
デ
ジ
タ
ル
広
告
と
し
て
登

場
し
︑
ま
た
佳
作
に
選
ば
れ
た
10
点

は
︑
県
立
図
書
館
な
ど
で
雑
誌
の
カ

バ
ー
広
告
と
し
て
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
活
躍
し
て
い
ま
す
︒

　

高
校
生
の
感
性
が
同
じ
よ
う
な
若

い
世
代
に
訴
え
る
力
に
期
待
し
︑
彼

ら
や
そ
の
友
達
の
中
か
ら
我
々
の
業

界
へ
来
て
く
れ
る
人
が
現
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
︒

「
自
動
車
運
転
練
習
場
」
を
保
有
し
ド
ラ
イ
バ
ー
育
成

高
校
生
か
ら
広
告
デ
ザ
イ
ン
を
公
募

ピックアップ
人材確保・育成


